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渦まつり＆ヴォルティス市民デー
未来のＪリーガーたちも奮闘

　10月23日、 ｢秋の鳴門渦まつり｣と｢徳島ヴォルティス鳴門市民
デー｣が大塚スポーツパークで同時開催され、多くの親子連れな
どで賑わいました。まつりの会場では、うずしお鍋や竹ちくわ
などの食べ物、ミニわんわん凧作り、大谷焼の絵付け体験など、
鳴門が満喫できる催しが盛りだくさんで、ステージでのイベン
トやヴォルティスパーク（写真）も盛り上がりを見せていました。
　この日行われた徳島ヴォルティスと横浜ＦＣとの試合は、 
４対１と快勝し J 1 昇格に向けて、来場者をさらに喜ばせる一日
となりました。

｢地域に根ざした大学を目指して｣ 2～3　～鳴門教育大学創立30周年～
鳴門市立図書館月間開催中 4
語ろう人権問題 広げよう学習の輪を 5
第３回定例会　～補正予算　防災対策を重点的に～ 6
みんなで知ろう！ 「鳴門市自治基本条例」 7
市からのお知らせ　成人式の案内　など 8～11

情報ガイド  大麻町ジングルベルマラソン大会  など 14～17
すこやかライフ　～糖尿病予防実践講座～　など 18～19
国生みフォーラムin鳴門、大谷焼窯まつりなど 20

まちのできごと　鳴門のまつり　など 12～13

主な内容	 ページ
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地
域
に
根
ざ
し
た
大
学
を
目
指
し
て

特集　鳴門教育大学創立30周年

◆
大
学
の
資
源
を
地
域
に
還
元

　

鳴
門
教
育
大
学
は
昭
和
56
年
10
月
１

日
に
開
学
し
、
創
立
30
年
を
向
か
え
ま

し
た
。同
大
学
は『
鳴
門
教
育
大
学
憲
章
』

（
平
成
17
年
４
月
１
日
宣
言
）の
前
文
で
、

｢

教
育
は
国
の
基
も
と
い
で
あ
る
。
次
代
を
担
う
若

い
世
代
を
心
身
と
も
に
健
全
な
市
民
に
育

て
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て

最
も
崇
高
で
重
要
な
使
命
で
あ
り
、
か
つ

困
難
な
営
み
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
こ
れ

に
専
門
家
と
し
て
携
わ
る
教
員
は
、
豊
か

な
人
間
性
と
幅
広
い
教
養
、
そ
し
て
高
度

な
専
門
的
能
力
を
そ
な
え
て
い
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
か
か
る
優
れ
た
教
員
を
養
成

す
る
こ
と
が
鳴
門
教
育
大
学
の
目
的
で
あ

る｣

と
示
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
現
在
、
同
大
学
は
教
員
養
成

だ
け
で
は
な
く
、『
健
全
な
市
民
を
育
て

る
』と
い
う
崇
高
で
重
要
な
使
命
の
も

と
、
大
学
が
備
え
る
貴
重
な
資
源
を
地

域
に
還
元
し
、
鳴
門
市
の
発
展
に
多
大

な
貢
献
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ

に
、
そ
の
一
部
分
を
紹
介
し
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム  

地
域
の
課
題
を
考
え
る

鳴
門
教
育
大
学
の
学
生
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
師
と
し
て
参
加
し
て
い
る｢

ウ
チ
ノ
海

子
ど
も
絵
画
教
室｣

30
周
年
記
念
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

『
黎
明
』長
岡
強
教
授
・
作

附
属
図
書
館
に
お
け
る
地
域
貢
献

創
立
を
記
念
し
、
購
入
し
た
浮
世
絵「
阿
波

鳴
門
之
風
景
」を
前
に
し
て
開
催
し
た
特
別

展
示
説
明
会
の
様
子（
市
立
図
書
館
２
階
）

　

教
育･

文
化･

ス
ポ
ー
ツ･
国
際
交

流
な
ど
に
つ
い
て
連
携
を
行
っ
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
12
年

度
に「
鳴
門
市･

鳴
門
教
育
大
学
協
力

推
進
会
議
」を
設
置
し
、
毎
年
、
双

方
か
ら
要
望
な
ど
を
提
案
し
、
そ
の

実
現
を
目
指
し
協
力
し
て
い
ま
す
。

大
学
か
ら
の
協
力

○
教
育･

文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

○
教
育
支
援
講
師･

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

等
派
遣
事
業

○
地
域
文
化
財
教
育
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト（
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
）

○
部
活
動
等
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

○
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー（
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

○
市
内
の
小･

中
学
校
な
ど
に
お
け

る
授
業
で
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用

○
市
の
各
種
審
議
会･

委
員
会
へ
の

参
画

市
か
ら
の
協
力

○
教
員
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

○
教
職
大
学
院
の
実
習

○
予
防
教
育
科
学
教
育
研
究
セ
ン

タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施

　
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
さ

ら
に
深
め
る
た
め
に
、
包
括
的
な
連

携
の
も
と
、
教
育
、
文
化
、
ま
ち
づ

く
り
、
福
祉
、
産
業
な
ど
の
分
野
に

お
い
て
相
互
に
協
力
し
、
地
域
社
会

の
発
展
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
20
年
度
に

「
国
立
大
学
法
人
鳴
門
教
育
大
学
と

鳴
門
市
と
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協

定
書
」を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

　
現
職
教
員
、
学
生
、
一
般
市
民
を

対
象
に
教
育･

文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、

教
育
研
究
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
７
年
度
か
ら
、

毎
年
２
回
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
第
４
回
以
降
は
本
学

と
各
市
町
村
の
教
育
委
員
会
と
が
共

催
し
、
地
域
の
教
育
課
題
に
沿
っ
た

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
参
加
者
と
共
に

課
題
解
決
の
た
め
の
方
法
を
見
出
す

こ
と
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
附
属
図
書
館
は
学
生
や
市
民
の
方

へ
、
読
書
啓
発
や
地
域
の
文
化
を
再

発
見
し
て
も
ら
え
る
企
画
展
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
に
、
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
収
容
所
を
舞

台
に
し
た
映
画「
バ
ル
ト
の
楽
園
」の

公
開
に
先
立
ち
、『
松
江
豊
寿
と
俘
虜

収
容
所
』の
企
画
展（
平
成
18
年
）や
、

四
国
遍
路
な
ど
の
貴
重
な
記
録
が
残

さ
れ
て
い
る
村
落
史
料『
後
藤
家
文

書
』の
企
画
展（
平
成
19
年
）な
ど
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
と
の
相

互
協
力
や
地
域
貢
献
と
し
て
市
立
図

書
館
と
の
共
催
展
示
会
も
積
極
的
に

企
画
し
て
い
ま
す
。

問 

鳴
門
教
育
大
学
社
会
連
携
課　
☎
６
８
７･

６
１
０
１
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研
究
成
果
を
地
域
に
還
元  

公
開
講
座

四
国
遍
路
を
生
か
し
た
研
究
活
動

公開講座「みんなで楽しく社交ダンスとフォークダンス」

DVD「映像で紹介する板東俘虜収容所」

「子ども歩き遍路」に参加した子どもたちと学生ボランティア

教
育
支
援
講
師
な
ど
を
派
遣
し
ま
す

共
同
研
究
　
板
東
俘
虜
収
容
所

①
自
分
い
じ
め
を
や
め
る
②
自
分
を

大
事
に
す
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
③
保

護
者
と
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

乳
幼
児
期
の
子
育
て
に
つ
い
て

ス
ト
レ
ス
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う
か
？

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
教
育
的
効
果

絵
本
の
仕
掛
け
と
そ
の
読
み
聞
か
せ

の
効
果

音
読
・
朗
読
の
指
導

①
日
本
社
会
の
歴
史（
古
代・中
世
）②

日
本
仏
教
の
歴
史
③
四
国
遍
路
の
歴
史

①
古
代
の
都
の
構
造
②
地
図
か
ら
古

代
の
阿
波
国
の
交
通
路
を
さ
ぐ
る
③

古
代
阿
波
国
の
中
心
地（
国
府
）の
構

造
を
さ
ぐ
る

①
日
本
社
会
の
歴
史（
近
世
） ②
地
域

の
史
料
か
ら
歴
史
を
み
る（
近
世・近
代
）

身
に
つ
け
た
い
科
学
の
知
識

国
内
旅
行
・
海
外
旅
行
が
も
っ
と
楽

し
く
な
る
地
学
の
知
識

地
球
の
不
思
議  

何
で
も
答
え
ま
す

放
射
線
に
つ
い
て

身
近
な
科
学
を
探
究
す
る
科
学
実
験

地
域
の
民
話
を
題
材
に
し
た
影
絵
・

切
り
絵
と
音
楽

楽
し
い
合
唱
教
室

絵
画
実
技
講
座

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
動
車
と
私
た

ち
の
暮
ら
し

海
外
生
活
奮
闘
記
～
英
語
ぎ
ら
い
の

風
船
と
ば
し
～

特集　鳴門教育大学創立30周年

創
立
を
記
念
し
、
購
入
し
た
浮
世
絵「
阿
波

鳴
門
之
風
景
」を
前
に
し
て
開
催
し
た
特
別

展
示
説
明
会
の
様
子（
市
立
図
書
館
２
階
）

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

（
大
学
の
先
生
に
よ
る
講
座
）

　

板
東
俘
虜
収
容
所
の
研
究
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
、
文
化
的
伝
統
の
継
承

･

発
展
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
め

ざ
し
、
市
か
ら
の
財
政
的
支
援
を
含

め
た
共
同
研
究
と
し
て
平
成
12
年
か

ら
３
年
間
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
研
究
の
成
果
は
、｢

地
域
社
会
に
お

け
る
外
来
文
化
の
受
容
と
そ
の
展
開

―『
板
東
俘
虜
収
容
所
』を
中
心
と
し

て
―｣

と
題
す
る
報
告
書
と
、「
映
像

で
紹
介
す
る
板
東
俘
虜
収
容
所
」と

い
う
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
平
成
15
年
３
月
ド
イ
ツ
館
で

行
わ
れ
た「
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」で

は
、
研
究
関
連
の
報
告
も
行
わ
れ
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
多
く
の
市

民
の
方
な
ど
が「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の

内
容
と
そ
の
意
義
に
思
い
を
は
せ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
共
同
研
究
を

契
機
に
、
大
学
で
は
幅
広
く「
阿
波
」

を
考
え
る「
阿
波
学
」が
開
設
。
市
は

ド
イ
ツ
館
史
料
研
究
会
が
担
当
し
た

『
バ
ラ
ッ
ケ
』の
翻
訳
に
弾
み
が
つ

き
、
平
成
19
年
に
最
終
巻「
第
４
巻･

帰
国
航
」を
刊
行
し
ま
し
た
。
ま
た
、

『
バ
ラ
ッ
ケ
』の
原
本
な
ど
の
文
献
資

料
が
、
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

こ
と
も
成
果
の
一
つ
で
す
。

　
公
開
講
座
は
、
地
域
社
会
に
大
学

の
多
様
な
研
究
成
果
を
広
く
還
元

し
、
地
域
社
会
と
大
学
を
結
ぶ
生
涯

学
習
事
業
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま

す
。
昭
和
61
年
度
に
、「
教
師
の
た

め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
教
室
」と

「『
い
の
ち
』と『
こ
こ
ろ
』を
考
え
る
」

の
２
つ
の
講
座
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

平
成
22
年
度
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
32
講
座
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
は
、
こ
ど
も
の
活

動
を
支
援
す
る
人
材
を
養
成
す
る
講

座
と
し
て
、「
こ
ど
も
パ
ー
ト
ナ
ー
認

証
講
座
」と「
こ
ど
も
サ
ポ
ー
タ
ー

（
読
み
聞
か
せ
、
小
学
校
外
国
語
）養

成
講
座
」を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
と
し
て
、

学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
す
る
、

小
・
中
学
生
を
対
象
に
し
た
歩
き
遍

路
体
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し

た
子
ど
も
た
ち
は
道
端
の
仏
像
や
墓

標
、
動
植
物
、
美
し
い
景
観
に
興
味

を
持
ち
、
時
に
は
そ
の
好
奇
心
か
ら

教
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
に
質
問

を
投
げ
か
け
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
が
お
互
い
に
荷
物
を
持
ち
合
う

な
ど
自
ら
協
力
体
制
を
作
り
上
げ
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
た
能
力
を
引
き

出
す
た
め
の
実
践
的
な
活
動
と
な
っ

て
い
ま
す
。一
方
、学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
、
遍
路
で
歩
き
疲
れ
た
子
ど
も

た
ち
に
適
切
な
言
葉
と
行
動
を
持
っ

て
指
導
で
き
る
能
力
を
学
び
、
教
員

へ
向
け
て
の
実
践
力
を
養
う
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
13
年
度
か
ら
、
学
校
か
ら
の

要
請
に
応
じ
て
、
校
内
研
修
会
や
教

育
研
究
活
動
な
ど
に
、
教
育
支
援
講

師･

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
大
学
の

教
員
を
無
償
で
派
遣
し
て
い
ま
す
。

対
象
は
学
校
教
員
だ
け
で
な
く
、
児

童
や
保
護
者
も
参
加
可
能
で
、
教
員

の
登
録
テ
ー
マ
数
は
２
０
０
件
以
上

あ
り
ま
す
。
派
遣
実
績
は
、
平
成
13

年
度
は
55
件
で
し
た
が
、
平
成
15
年

度
以
降
は
１
０
０
件
を
超
し
、
平
成

22
年
度
は
１
５
９
件
で
し
た
。

　
平
成
17
年
度
か
ら
は
、
市
と
の
協

力
事
業
と
し
て
、
派
遣
事
業
の
う
ち

数
テ
ー
マ
を
市
の
事
業
で
あ
る「
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」（
下

表
）と
し
て
も
開
講
し
て
い
ま
す
。

◇
講
座
を
利
用
で
き
る
の
は　
市
内

在
住･

在
勤･

在
学
し
て
い
る
か
た
が

つ
く
る
10
人
以
上
の
団
体
な
ど

◇
お
問
い
合
わ
せ
先　
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
人
権
課　
☎
６
８
６

・
８
８
０
７
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チャリティーバザー（主催：ふくろうの森）
【と　き】　11月５日（土）　午前10時～
午後２時（雨天の場合は11月６日（日））

【ところ】　図書館　前庭
【内　容】　本のリサイクル市、手作り品、花の苗、
日用品、野菜、ポップコーン、スーパーボールすくい、
リサイクルサロン、遊びコーナー　など。
＊収益はすべて図書館へ寄付していただきます。

◎幕末鳴門の繁栄、発見！ ～廻船問屋 山西家の繁栄～
【パネル展】　11月1日（火）～11月29日（火）
　　　　　　１階ロビー　協力：徳島大学附属図書館

【講 演 会】　11月26日（土）午後１時30分～３時30分
　　　　　　２階視聴覚室　共催：鳴門市郷土史研究会
　阿波藩は、江戸から明治にかけて、藍、塩、砂糖、葉た
ばこなどの特産品により大きく繁栄しました。
　特に鳴門は交通の要所として、また高品質の塩の生産地
として栄えました。その繁栄を陰で支えたのが、全国を股
に掛け商いを繰り広げた海運業者でした。幕末期四国の玄
関口である撫養港を拠点に栄えた廻船問屋山西庄五郎もそ
の一人でした。
　今回、山西家の資料の一部を保存されている徳島大学附
属図書館のご協力により、１階ロビーにて資料などの展示
をいたします。また、山西家を中心に幕末期に繁栄してい
た鳴門のお話を、鳴門市郷土史研究会名誉会長西田素康氏
より聞いて、郷土の魅力を再発見しませんか。

●めざせ！図書館マスタ－（主催　鳴門市立図書館）
【と　き】　11月３日（木）　①午前10時～正午
　　　　　　　　　　　　②午後２時～４時

【ところ】　１階　児童室
【内　容】　クイズやゲ－ムを通して、本の調べ方をマ
スタ－しよう！
●子ども図書館職員（主催　鳴門市立図書館）

【と　き】　11月19日（土）　①午前９時30分～正午
　　　　　　　　　　　　②午後１時30分～４時

【内　容】　小学５・６年生が図書館の仕事を体験
●健全育成・非行防止の標語ポスター展

（主催　鳴門市教育委員会青少年センタ－）　
【と　き】　11月３日（木）～20日（日）
【ところ】　1 階　子ども閲覧室前
●鳴門ゾンタクラブ児童画展

（主催　鳴門ゾンタクラブ）　
【と　き】　11月４日（金）～６日（日）
【ところ】　３階　展示室　
●源氏物語を読む会

（主催　鳴門市読書振興協議会）
【と　き】　11月17日（木）　午後１時30分～３時30分
【ところ】　２階　視聴覚室
【内　容】　原文を読んで話し合う

鳴門市立図書館月間開催中

11月の休館日　 ▼ ７日（月） ▼14日（月） ▼21日（月） ▼23
日（水･祝） ▼28日（月） ▼30日（水･館内整理日）
※11月３日（木）｢文化の日｣は祝日のため休館日にあた
りますが、図書館月間の一環として開館します。
問 市立図書館　☎685･0255／FAX686･6589

　鳴門市立図書館では、 11月29日（火）まで、図書館月間と
して、多彩な催しを開催していますので、ぜひご来館ください。

鳴門市立図書館月間の催し

　平成20年から毎年、市内の小学３・４年生を対象に、
わがまち自慢の風景を募集した絵画コンクールを実施
しています。
鳴門市長賞　　　　　　　住吉　泰輔（明神小３年）
鳴門商工会議所会頭賞　　川上　　都（明神小３年）
大麻町商工会長賞　　　　田村　佳祐（堀江北小４年）
鳴門青年会議所理事長賞　齋藤佑一郎（板東小３年）
　優秀賞に選ばれた各市の15作品は、ASA３市それぞれ
の展示会場において表彰式と展示会を行います（キョー
エイ４階の展示会では東かがわ市・南あわじ市の15作
品と鳴門市からの応募作品すべてを展示します）。

第４回ＡＳＡトライアングル絵画コンクール 入賞者表彰式
11月５日（土）午後２時から／キョーエイ鳴門駅前店
４階ギャラリー
鳴門市　【展示期間】　11月５日（土）～14日（月）午前
9時30分～午後7時／【展示会場】　キョーエイ鳴門駅
前店４Ｆギャラリー　※１月にもウチノ海総合公園
パークセンター内でも展示。
東かがわ市　【展示期間】　11月19日（土）～30日（水）
午前10時～午後４時／【展示会場】　とらまるパペット
ランド「とらまる人形劇ミュージアム」（入場無料）
南 あ わ じ 市　【展 示 期 間】　12月10日（土）～21日

（水）午前10時～午後５時／【展示会場】　淡路ファー
ムパーク イングランドの丘 「国生みの館」

ASAとは・・・播磨灘を挟ん
で向かい合う徳島県の鳴門市

（Awa）、 香 川 県 の 東 か が わ 市
（Sanuki）、兵庫県の南あわじ市
（Awaji）の３地域が県境を越えて交流を深めること
により、圏域全体の発展を図ることを目的として、
平成２年度に設立された協議会です。

アジア国際子ども映画祭本選大会鑑賞者募集
　12月３日（土）午後１時～５時20分、兵庫県南あわ
じ市文化体育館でアジア子ども映画祭が開催されま
す。入賞者の作品上映のほか、エイベックスアーティ
ストライブなども催されます。参加申込など、詳し
くは市ホームページ新着情報を！
問 市役所企画課　☎684･1120
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語ろう人権問題 広げよう学習の輪を 鳴門市人権教育推進強調月間
２０１１年１１月１０日～１２月１０日

　11月10日から12月10日までを「鳴門市人権教育推進強調月間」として、各種の行事を行います。これは全国的に実施される
人権週間（１２月４日～１０日）にあわせて、すべての市民が人権尊重と部落差別解消への取り組みを強め「差別を許さない市民運動」
をより積極的に進めていこうと実施しています。人権問題の解決は私たち一人ひとりが取り組んでいくことによって、はじめて解
決できるものです。身近で行われる行事には積極的に参加して、同和問題をはじめさまざまな人権問題について、家庭や学校、
地域、職場などで話し合ってみましょう。	 問 市教育委員会生涯学習人権課　☎６８６･８８０７

学校（園）での行事
　強調月間中、市内の各保育所（園）・幼稚園・小学校・中学
校・高等学校において、人権学習の授業参観や研究会など
が行われます。また、児童、生徒たちも人権作文・標語・ポ
スターなどの制作をとおして人権や同和問題についての学習
の成果を発表します。ぜひご参観ください。
第４４回鳴門市人権教育研究大会		１１月２５日（金）
　各会場で公開授業・保育が行われ、その後、研究討議が行
われます。学校や幼稚園、保育所（園）などで人権教育がどのよ
うに行われているかを知る良い機会です。ぜひご参観ください。
保育所・園 １０：００～１６：００ 木津さくらんぼ保育園
幼 稚 園 １３：３０～１６：３０ 撫養幼稚園

小 学 校 １３：４５～１６：４５ 撫養小学校、黒崎小学校、桑島小学校、
第一小学校、大津西小学校

中 学 校 １３：４５～１６：４５ 第一中学校

課 題 別 １４：５０～１６：４５
１５：１５～１６：４５

人権教育・啓発の創造部会（第一中学校）
地域の教育力（ＰＴＡ）部会（桑島小学校）

女性交流学習会
　強調月間中、人権問題について、ともに話し合い、学習する
ことをとおして同和問題をはじめとするあらゆる人権問題解決に
向けての意識を高め、今後の取り組みに生かすため実施します。

地域での行事
　各地域で、人権文化祭や文化展などが行われます。地元の児童・
生徒・成人による人権問題に関する習字、図画、標語、作文、その
他たくさんの作品や催し物などを、ぜひご参観ください。
◎第一中学校区
木津神地区人権文化展【木津元村集会所】
１１月２６日（土）・２７日（日）８：３０～１７：００（２７日は１６：００まで）
●幼・小・中・一般の作文、書道、図画、写真など

▼人権交流グランドゴルフ大会【木津ふれあい公園】１１月２６日（土）９：００～１２：００
斉田地区人権文化展【斉田集会所】
１１月１４日（月）～１６日（水）9：００～１６：００（１６日は１２：００まで）
●保・幼・小・中・一般の作品展
黒崎地区人権作品展【黒崎集会所】
１２月７日（水）・８日（木）１０：００～１９：００
●幼・小・中・一般の図画、習字、作文など
１２月８日（木）１９：００～２０：００

▼人権教育研修会「黒崎小学校人権教育の取り組みについて」
桑島地区人権交流会【桑島辷岩公園】
１１月１３日（日）１３：００～１６：００
●人権交流グランドゴルフ大会
第一中学校区人権フェスティバル【第一中学校体育館】
１２月２日（金）　●人権コンサート講師：湯浅篤人さん

◎第二中学校区
立岩地区ふれあい人権祭【第二中学校体育館ほか】
１１月１２日（土）～２０日（日）８：３０～１７：００	●学習の広場
１１月１２日（土）１２：００～１６：００	 ▼研修の広場・子どもの広場

◎鳴門中学校区
鳴門中学校区人権コンサート【鳴門西小学校体育館】
１１月２２日（火）１３：３０～１５：００	講師：人権バンド願児我楽夢（がんじがらめ）
鳴東祭り【鳴門東小学校体育館】
１１月１１日（金）１３：００～１５：３０	児童の合唱・劇・肩たたきほか
鳴門西地区文化祭「住民とのふれあい」【鳴門西小学校体育館】
１２月３日（土）９：３０～１２：００
●児童の図画、習字、作文展示、園児・児童による人権劇、一般の演芸など

▼人権文化展【ウチノ海総合公園パークセンターギャラリー】
１１月２７日（日）～１２月９日（金）９：００～１７：００
児童・生徒の人権作品、一般の文芸作品・趣味の作品展

◎瀬戸中学校区
瀬戸中学校区人権コンサート【瀬戸中学校体育館】
１１月２４日（木）	講師：ヒューマンバンド「熱と光」
①13：20～14：20	小学生対象	／	②14：40～16：00	中学生～大人対象
瀬戸地区人権文化祭【瀬戸公民館】
１１月１７日（木）～１９日（土）９：００～１７：００
●保・幼・小・中の人権問題啓発作品、一般の各種作品、企業団体の活動と展示、生花展
		〔１９日（土）１０：００	バザー・模擬店・健康チェック〕

◎北灘中学校区
北灘地区人権フェスティバル【北灘中学校体育館】
１１月１３日（日）１０：４５～１２：１５	講師：ヒューマンバンド「熱と光」

◎大麻町中学校区
大麻町人権フェスティバル【大麻中学校体育館】	１１月２日（水）
●小中学校合同合唱・小学校意見発表・中学校人権劇
●人権講演会　講師：岡本工介さん
大麻地区人権啓発展【板東公民館・堀江公民館】
１１月２８日（月）～１２月２４（土）	●児童・生徒の標語、習字、ポスター展

第３８回鳴門市人権文化祭
テーマ：人権が共存する  人権尊重社会の  実現を

～ つなげよう  手と手を  つながろう  心と心 ～
１１月１２日（土）～２０日（日）　８：３０～１７：００
人権福祉センター・川崎会館・青少年会館・立岩集会所 ほか
　市内の保育所（園）・幼稚園・学校・行政・教育委員会・
解放運動団体などが、日ごろの学習の成果や取り組みな
どを各種の作品にして展示します。ぜひご参加ください。
イベント（同時開催）

市場お祭り広場
【人権福祉センター前広場】
１１月１２日（土）１１：００～
●模擬店（うどん、たこ焼きなど）
●伝承遊び（竹馬・こま・ビー玉・お手玉他）
人権劇ビデオ・記念講演会

【人権福祉センター３階大会議室】 １１月１６日（水）１８：３０～
●人権劇ビデオ「勇気ある一歩」	大麻中学校生徒のみなさん
●記念講演会　演題「世界には“生きるために命をかける子どもたちがいる”」
　　　　　　　講師	久

く

郷
ごう

ポンナレットさん（元カンボジア難民の女性）
川崎ふれあい広場

【川崎会館横広場】 １１月１９日（土）１１：３０～
●模擬店（うどん、たこ焼きなど）
●伝承遊び（竹馬・こま・ビー玉・お手玉他）
立岩地区ふれあい人権祭

【第二中学校体育館ほか】 １１月１２日（土）１２：００～１６：００
サブテーマ	：	つながろう	受け止め合おう	心と心
●研修の広場
　◆人権劇・合唱　林崎小学校6年生のみなさん
　◆人権劇ビデオ		「時

と

空
き

を越えて」		～未来へつなぐために～
　　第二中学校2年生のみなさん
　◆箱廻し人形芝居　阿波木

で

偶
こ

箱
はこ

廻
まわ

しを復活する会
　　講演	：	「福を運んだ木偶廻し」		辻本一英さん
　　実演	：	中内正子さん・南公代さん・酒井理恵さん
●子どもの広場　参加型人権教室

▼  ’１１ヒューマンライツメッセージなると 

▼

【鳴門地域地場産業振興センター】 １１月２９日（火）１４：００～１６：００
　市民のみなさんに、人権問題講演会や意見発表をとおして、人権問
題について考える機会にしていただくために開催します。	入場無料。
※当日２階第３会議室では、市内特別支援学級の子どもたちの作品も	
展示しています。
第一部　意見発表　小、中、高、大学生による
　　　　人権問題に関する意見発表
第二部　人権問題講演会
　　　　演題	「インターネットと人権問題」
　　　　講師		山中千枝子さん（千

せん

斗
と

枝
し

グローバル教育研究所代表）

鳴門市・鳴門市教育委員会・鳴門市人権教育推進協議会・鳴門市人権教育研究協議会
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の
避
難
路
整
備
を
行
い
ま
す
。岡
崎・

立
岩
両
地
区
か
ら
の
避
難
ル
ー
ト
に

手
す
り
を
設
置
し
ま
す
）

▼
避
難
路･

避
難
場
所
整
備
助
成
事

業
…
１
０
０
万
円（
自
主
防
災
会
が

行
う
高
台
な
どへの
避
難
路
や
避
難
場

所
の
整
備
に
対
し
、
必
要
と
な
る
資

機
材
や
原
材
料
の
購
入
費
用
の
助
成
）

▼
標
高
表
示
標
識
等
整
備
事
業
…

２
７
１
万
円（
避
難
所
な
ど
市
内
の

主
要
施
設
で
標
高
を
測
定
し
ま
す
。

計
測
値
は
標
高
標
識
に
よ
り
視
覚
化

し
、
市
民
の
防
災
意
識
の
醸
成
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
標
高
を
簡
易
測
定

す
る
こ
と
が
で
き

る
デ
ジ
タ
ル
気
圧

計
を
購
入
し
、
自

主
防
災
会
な
ど
で

避
難
路
や
避
難
場

所
の
高
度
が
計
測

で
き
る
よ
う
貸
し

出
し
を
行
い
ま
す
）

▼
災
害
用
備
蓄
資
機
材
整
備
事
業
…

３
１
５
万
円（
災
害
対
策
本
部
や
市
内

13
支
部
な
ど
に
、
災
害
用
資
機
材
や

備
蓄
食
糧
な
ど
の
配
備
を
行
い
ま
す
）

▼
保
育
所
窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
事
業

…
24
万
円（
公
立
保
育
所
に
お
い
て

窓
ガ
ラ
ス
飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
を
活

用
し
、
地
震
の
際
の
窓
ガ
ラ
ス
片
に

よ
る
二
次
災
害
の
防
止
に
取
り
組
み

ま
す
）

▼
次
世
代
育
成
支
援
対
策
施
設
整
備

事
業
…
３
８
４
０
万
円（
県
の
子
育

て
支
援
臨
時
特
別
対
策
補
助
金
を
活

用
し
、
私
立
保
育
所
に
よ
る
耐
震
改

修
や
防
災
対
策
を
目
的
と
し
た
施
設

整
備
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子

ど
も
に
と
っ
て
よ
り
良
い
保
育
環
境

を
提
供
し
ま
す
）

▼
要
援
護
者
台
帳
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
…
５
０
０
万
円（
災
害
時
に
、
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
高
齢
者
や
障

が
い
者
な
ど
に
対
し
、
地
域
の
方
々
と

連
携
し
て
安
否
確
認
な
ど
の
適
切
な

支
援
が
取
れ
る
よ
う
、
必
要
な
情
報

を
事
前
に
把
握
し
、
台
帳
化
す
る
た

め
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い
ま
す
）

▼
簡
易
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業

…
３
０
１
万
円（
木
造
住
宅
の
耐
震

化
を
推
進
す
る
た
め
、
県
の
補
助
を

受
け
簡
易
耐
震
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
う

場
合
に
、
市
単
独
の
上
乗
せ
補
助
を

行
い
ま
す
）

▼
小
学
校
耐
震
化
推
進
事
業
…
３
４

８
８
万
円（
学
校
施
設
の
耐
震
化
を
推

進
す
る
た
め
、
撫
養
小
、
桑
島
小
、
黒

崎
小
の
耐
震
補
強
設
計
を
行
い
ま
す
）

【
そ
の
他
の
主
な
事
業
】

○
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
改
修
事

業
…
４
５
０
０
万
円（
外
国
人
住
民

を
住
民
基
本
台
帳
の
適
用
対
象
に
加

え
る
法
律
の
一
部
改
正
が
行
わ
れ
た
こ

と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
改
修
を
平
成
24
年

度
ま
で
の
２
カ
年
事
業
で
行
い
ま
す
）

○
地
域
医
療
連
携
強
化
事
業
…
38
万

円（
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
の
た
め
の
実
践
講
座
な
ど
を
、
地

域
の
中
核
病
院
で
あ
る
鳴
門
病
院
や

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連

携
し
て
実
施
し
ま
す
）

○
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
記
念
事

業
…
28
万
円（
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
に
向
け
て
の
気
運
を
広
く
醸

成
す
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
都
市

宣
言
」を
行
う
こ
と
を
記
念
し
、
ド

イ
ツ
館
で
記
念
式
典
を
行
い
ま
す
）

○
地
域
支
え
合
い
体
制
づ
く
り
事
業

…
１
０
５
５
万
円（
県
の
介
護
基
盤

緊
急
整
備
等
臨
時
特
例
基
金
を
活
用

し
、
高
齢
者
の
地
域
で
の
暮
ら
し
を

維
持
し
て
い
く
た
め
、
支
え
合
い
活

動
の
創
出
や
拠
点
整
備
な
ど
の
各
種

事
業
を
行
い
ま
す
）

○
ブ
ラ
ン
ド
推
進
事
業
…
30
万
円

（
公
設
地
方
卸
売
市
場
で
市
場
ま
つ

り
を
開
催
し
、
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
公

設
市
場
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
）

○
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払
交
付

金
事
業
…
60
万
円（
環
境
保
全
効
果

の
高
い
営
農
活
動（
地
球
温
暖
化
防

止
、
生
物
多
様
性
保
全
な
ど
へ
の
取

り
組
み
）に
積
極
的
に
取
り
組
む
農

業
者
を
支
援
し
、
環
境
保
全
型
農
業

を
推
進
し
ま
す
）

○
耕
作
放
棄
地
活
用
実
証
支
援
事
業

…
45
万
円（
荒
廃
し
た
耕
作
放
棄
地

を
引
き
受
け
る
農
業
者
が
、
作
物
生

産
再
開
に
向
け
て
行
う
施
設
整
備
等

の
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
）

○
社
会
教
育
に
よ
る
地
域
の
教
育
力

強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
…
２

０
０
万
円（
国
か
ら
の
委
託
金
を
活
用

し
て
、
人
権
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
充
実

な
ど
、
社
会
教
育
に
よ
る
地
域
課
題

の
解
決
に
際
し
、
地
域
の
教
育
力
向

上
に
資
す
る
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
）

　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

次
の
か
た
が
同
意
さ
れ
ま
し
た（
敬

称
略
）。
美
保　
雅
子（
高
島･

60
歳
）

第
３
回
定
例
会

　
第
３
回
定
例
市
議
会
が
９
月
７
日
か
ら
30
日
ま
で
の
会
期
で

開
か
れ
、
平
成
23
年
度
一
般･

特
別
会
計
の
各
補
正
予
算
案
や

条
例
改
正
案
な
ど
10
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
人
事
案
件
１
件（
１
人
）に
同
意
を
得
ま
し
た
。

補
正
予
算

～
補
正
予
算　
防
災
対
策
を
重
点
的
に
～

人
事
案
件
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みんなで知ろう！「鳴門市自治基本条例」
連載

　「まちづくりの憲法」と呼ばれる自治基本条例が県内ではじめて施行されます。
　「鳴門市自治基本条例」は、約４年の長い期間をかけて、市民の皆さんと行政の協働により生まれた手づくりの
条例です。これまでの条例とは違い、多くの市民の皆さんの思いが込められています。これからも、市民の皆さ
んと市が一緒になって、条例に定められていることを実践し、「協働」によるまちづくりを進めましょう。
　市でも、条例に基づき、市民等が主役のまちづくりを実現するために、これまで以上に市政への「市民参画」を
進め、市民の皆さんの声を受け止めながら、地域課題の解決に向けて、市民の皆さんとの「協働」によるまちづく
りを積極的に推進します。

◇鳴門市自治基本条例住民説明会◇
　担当職員が地域に出向き、	「条例にはどのようなことが書かれている
のか」、	「今後のまちづくりをどのように進めていくのか」など鳴門市自
治基本条例の理念や内容について、わかりやすく説明を行っています。
本年６月以降、	17のグループの会合に呼んでいただきました。今後も、
町内会や老人クラブ、	PTAをはじめ趣味のサークルなど、少人数のグ
ループでもお伺いし、個別に説明をさせていただきますので、ぜひ、
下記、市役所市民協働推進課までご連絡ください。

問

～市民と行政の協働によるまちづくりを進めよう～
! 美しい自然環境をいつまでも

　美しい自然を次世代に引き継ぐため、不法投棄を撲滅
することは、市と地域の共通課題です。現在、市内８地
区で不法投棄監視パトロール隊が結成されており、監視
パトロールやごみの撤去回収作業をはじめ投棄されやす
い場所の草刈り、防御ネットや看板の設置など防止対策
が行われています。これらの活動は市民の皆さんの地道
なボランティアで行われており、課題解決の大きな推進
力となっています。市もパトロール隊結成時のユニホー
ムの提供や回収したごみの処理のほか、大規模な撤去作
業に連携して取り組んでいます。市民の皆さんと市をは
じめとする行政機関および鳴門警察署との相互連携によ
り、不法投棄者の検挙にもつながるなどの効果もあがっ
ており、「不法投棄を許さない！」という機運が着実に広
まってきています。

いよいよ、平成23年11月１日
～ 市民等が主役のまちづくりをめざして～
『鳴門市自治基本条例』が施行されます



8平成23年11月号

【と　き】　平成24年１月８日（日）午後１時30分
【ところ】　市文化会館
【該当者】　平成３年４月２日から平成４年４月１日まで
に生まれた方で、平成23年10月31日現在、①鳴門市の住
民基本台帳に登載されている方、および外国人登録をし
ている方と、②平成23年11月１日から平成23年12月28日
までの間に鳴門市に転入された方および外国人登録をし
た方です。
※①の方については、12月７日までに案内状をお送りし

ます。②の方については、住民票の登録が済み次第
随時案内状をお送りします。１月５日までに案内状
が届かないときは、市教育委員会 生涯学習人権課（☎ 
686･8807）へご連絡ください。

※鳴門市出身者で、市外に在住されている方および市外在
住者で鳴門市成人式に出席を希望する方は12月28日まで
に、市教育委員会生涯学習人権課または市役所市民課 
および各連絡所で申請してください。申請書は市ホーム
ページ「市からのお知らせ」からダウンロードできます。

「鳴門市成人式」　

 What's20歳

　成人式の行事の一つとして、 「はたちの主張」を次の要領
で募集します。新成人としての新たな出発の記念に多数ご
応募ください。応募者全員に記念品贈呈。

【応募資格】　今回の鳴門市の新成人該当者
【内　　容】　テーマは「成人式を迎えての抱負」。職場、学
校での経験や趣味・スポーツ・ボランティア活動などで得た
事柄を基に、成人を迎える今、何を感じ、何を考え、何をし
ようとしているのかなど自分の体験を含めて書いてください。

【様　　式】　1200字以内（400字詰原稿用紙３枚以内）。
題名、文体は自由。一人一点。

「はたちの主張」を募集します

【提　出】　住所・氏名・性別・電話番号を欄外に記入し
て12月15日(木)までに下記の方法で提出してください。
●郵送の場合  〒772－0011撫養町大桑島字濘岩浜・市教
育委員会生涯学習人権課「はたちの主張」係宛●メールの
場合(seijinshiki@city.naruto.lg.jp)宛●ファクスの場合は

（FAX686･1568）送付後生涯学習人権課に連絡してください。
【表　彰】　 ▽市長賞 ▽市議会議長賞 ▽教育委員長賞いず
れも各１人（賞状、副賞１万円）

【発　表】　入賞作品のうち１点を、式典で発表していた
だくとともに、 「広報なると」２月号に掲載します。
問 市教育委員会生涯学習人権課　☎686･8807

もしも災害が起こったら（第六回）
家具転倒防止編：過去に発生した大きな地震では、家具類の
転倒・落下などにより多くの方が負傷しています。これらの
被害を減らすためには、各家庭における家具類の固定や設置
場所、就寝場所の検討などが重要となります。
　市は、高齢者や介護を必要とする方がいる世帯などを対象
に、無償で『家具転倒防止器具の設置事業』を実施しています。

【対象者】　下記の①～③のいずれかに該当する世帯（先着100
世帯）①65歳以上の方のみで構成される世帯／②要支援１～
２または要介護１～５のいずれかの認定を受けた方だけで構
成される世帯／③身体障害者手帳の障がい程度が肢体不自由
もしくは視覚障がいの１～２級の方がいる世帯　※ただし、
本人名義でない借家などへの設置は、所有者や家主・管理者
の同意が必要です。

【申し込み】　市役所危機管理室　☎684・1711
※条件に該当しない方へ　Ｌ字金具や固定ベルト、つっぱり
棒、粘着マットなどの家具転倒防止器具は、ホームセンター
などで購入できます。各家庭において、家の中をよく点検し、
家具類の転倒・落下などによる危険を解消するため、家具類
の固定をお願いします。

関
西
広
域
連
合
に
よ
る
被
災
地
へ
の
職
員
派
遣
終
了

　

市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
へ
の
人
的
支
援
と
し
て
、

関
西
広
域
連
合
宮
城
県
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
市
職
員
の
短
期
派
遣
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
９
月
30
日
の
第
28
陣
の
帰
県
を
も
っ
て
、
終
了

し
ま
し
た
。
鳴
門
市
は
、
こ
れ
ま
で
に
同
宮
城
県
チ
ー
ム
を
は
じ
め
、

日
本
水
道
協
会
や
日
本
財
団
な
ど
を
通
じ
て
、
宮
城
県
お
よ
び
岩
手
県

の
２
県
５
市
１
町
に
、
合
計
31
名
の
職
員
を
派
遣
し
、
避
難
所
の
管
理

運
営
支
援
や
災
害
弔
慰
金
な
ど
の
各
種
支
給
関
係
業
務
支
援
、
避
難
所

の
生
活
衛
生
管
理
や
避
難
者
の
方
々
の
心
の
ケ
ア
に
従
事
す
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
現
場
で
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

支
援
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
被
災
地
で
得
た
経
験
を
本
市
の

防
災
・
災
害
対
策
に
生
か
す
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
被
災
地
の
皆
さ

ん
に
対
し
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問 

市
役
所
危
機
管
理
室　
☎
６
８
４・１
７
１
１

　鳴門市青年連合会では、若者の自己表現や自己アピー
ルの場として、鳴門総合情報サイト「鳴との門」の中に

「What's20歳」のコーナーを設置しました。20歳の夢や決
意、成人を迎える人に対しての意見や励ましなど、多く
の方からメッセージを募集し、Twitter(ツイッター)上で
発表します。Twitterを使っている方は、アカウント名

「naruto_whats20」のフォローをお願いします。メッセー
ジを投稿する場合は本文の前に「@naruto_whats20」を
入れてツイートしてください。また、アカウントをお持ちでな
い方は、メールで連 合 会 宛（naruto_whats20@yahoo.
co.jp）（右下QRコード）に140文字以内でメッセージとお
名前(匿名可)を送ってください。投稿された内容はリツ
イート、もしくは本文+アカウント名（メールの場合は本
文中のお名前）を再投稿させていただきます。また、成人
式当日、皆さんのメッセージのいくつかを
紹介したいと思っています。たくさんの熱
いメッセージをお待ちしてます。
※取得したメールアドレスは公表しません。
問 鳴門市青年連合会事務局　☎686･8807
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ラ
イ
タ
ー
・
ボ
ン
ベ
は

ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら
廃
棄
を

マイバッグの部　最優秀賞
佐藤　萌

も

結
ゆ

さん（板東小）

ご
み
減
量
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル

リサイクルの部　最優秀賞
酒井　玲

れ

央
お

さん（第一小）

平成23年全国統一標語【消したはず 決めつけないで もう一度】

　暖房機器の使用により火災の発生しやすい時季を
迎えるにあたり、火災の発生を防止し悲惨な焼死事
故を無くすため、火災予防運動が11月９日から11月
15日まで実施されます。市消防本部では、11月６日鳴
門ウチノ海総合公園で、鳴門地区消防団が遠距離中
継送水訓練を行います。一人ひとりが防火意識を持
ち、火災のない明るい街をつくるために、次の3つの
習慣、4つの対策を心がけましょう。
3つの習慣
○寝たばこは、絶対やめる。○ストー
ブは、燃えやすいものから離れた位置
で使用する。○ガスコンロなどのそば
を離れる時は、必ず火を消す。
4つの対策
○逃げ遅れを防ぐために、「住宅用火災警報器」を設
置する。○寝具や衣類からの火災を防ぐために、 「防
炎製品」を使用する。○火災を小さいうちに消すために、

「住宅用消火器」などを設置する。○お年寄りや身体の
不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

秋の全国火災予防運動 ◆設置していますか火災警報器　
　警報器は、火災からの逃げ遅れを防ぎます。法令に
より住宅用火災警報器の設置が義務づけられており、 
階段と寝室ごとに必要です。（取り付け位置は天井または
壁などですが、取り扱い説明書を確認してください）
問 市消防本部予防課　☎ 684・1333

◆悪質な訪問販売にご注意
○消防署員が住宅用火災警報器を販売したり、特定
の業者に販売を依頼したりすることはありません。
○異常に高い物を買わされないようにする。○怪し
いと感じた場合は、すぐに署名をしない。

【相談先】　鳴門市消費者センター　☎ 686・3776

◆子どもの火遊びによる火災が多発しています！
　周囲の大人の注意が欠かせません！
◇ライターは放置せず、子どもの手の届かないとこ
ろに保管しましょう。◇子どもがライターで火遊び
をしているのを見つけたら、注意し、火遊びの危険
性を教えましょう。
問 市消防本部消防予防課　☎ 684・1333
 ／市役所市民協働推進課　☎ 684・1140

　
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
や
ラ
イ
タ
ー
用
ガ

ス
ボ
ン
ベ
は
、
必
ず
ガ
ス
を
抜
い
て
か
ら

廃
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
の
ガ
ス
の
抜
き
方

　
①
周
囲
に
火
の
気
の
な
い
こ
と
を
確
認

す
る
。
②
操
作
レ
バ
ー
を
押
し
下
げ
る
。

着
火
し
た
場
合
は
す
ぐ
に
吹
き
消
す
。
③

輪
ゴ
ム
や
粘
着
力
の
強
い
テ
ー
プ
で
、
押

し
下
げ
た
ま
ま
の
レ
バ
ー
を
固
定
す
る
。

④「
シ
ュ
ー
」と
い
う
音
が
聞
こ
え
れ
ば
、

ガ
ス
が
噴
出
し
て
い
る（
聞
こ
え
な
い
場

合
は
炎
調
整
レ
バ
ー
を
プ
ラ
ス
方
向
に

い
っ
ぱ
い
に
動
か
す
）。
⑤
こ
の
状
態
の

ま
ま
、
付
近
に
火
の
気
の
な
い
風
通
し
の

よ
い
屋
外
に
半
日
か
ら
１
日
放
置
す
る
。

⑥
念
の
た
め
に
着
火
操
作
を
し
て
、
火
が

着
か
な
け
れ
ば
、ガ
ス
抜
き
は
完
了
で
す
。

　

ラ
イ
タ
ー
類
は
、
水
曜
日
の「
危
険
ご

み
・
有
害
ご
み
」と
し
て「
燃
や
せ
な
い
ご

み
」の
市
指
定
ご
み
袋
で
ご
み
出
し
し
て

く
だ
さ
い
。

問 

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
☎
６
８
３･

７
５
７
０
／
FAX  ６
８
３･

７
５
７
９

　
市
で
は
、
市
内
の
小
学
校
４
年
生
を
対

象
に
、
ご
み
の
分
別
や
減
量
、
リ
サ
イ
ク

ル
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
お
う
と「
ご

み
減
量
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」を
実
施

し
ま
し
た
。
応
募
総
数
３
９
１
点
の
中
か

ら
入
賞
作
品
が
次
の
と
お
り
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
２
人（
ポ
ス
タ
ー
掲
載
）

と
、優
秀
賞
に
遠
藤
岳た

け

歩ほ

さ
ん（
撫
養
小
）・

冨
士
純す

美み

詠え

さ
ん（
鳴
門
西
小
）、
そ
の
ほ

か
、
入
選
・
佳
作
そ
れ
ぞ
れ

15
点
と
特
別
賞
６
点
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
、

環
境
学
習
館（
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
）多
目
的
コ
ー

ナ
ー
で
展
示
し
て
い
ま
す
。
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適応指導教室「うず潮教室」体験入学
　適応指導教室「うず潮教室」では、不登校、引きこ
もりの児童生徒やその保護者を対象に、学校やスクー
ルカウンセラーなどと連携しながら、個人や集団で
の学習活動、スポーツ活動などを行い、学校復帰に
つなげる支援を行っています。体験入学を希望される
方は、市教育支援室（☎686･8793）までご連絡ください。

適応指導教室特別相談
  「子どもが学校へ行きたがらない。」「どう対処してい
いのかわからない。」など，お子さんのことで悩んで
いることはありませんか。鳴門市教育支援室ではスー
パーバイザーによる特別相談を行っています。１人
で悩まないで専門の先生に相談してみませんか。相
談は保護者とカウンセラーの先生だけでできますの
で、安心しておこしください。

【と　き】　11月24日（木）、１月26日（木）、２月23日（木）
午後２時～５時まで（１人１時間）

【ところ】 教育支援室「うず潮教室」（教育委員会１階
の南側にあります）

【講　師】　「宮内クリニック」メンタルヘ
ルスカウンセラー　野田陽子先生

【申し込み】　☎686･8793

ご
存
じ
で
す
か
？ 

障
害
基
礎
年
金 

ーーーーーーーーーーーー

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付 
ーーーーーーーーーーー

平
成
24
年
度
か
ら
あ
な
た
の
住
民
税
が
変
わ
り
ま
す 

ーーー

　
65
歳
以
上
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
方
や
そ
の
扶
養
者
に
、
確
定
申
告
・
住

民
税
の
申
告
の
際
に
、
障
害
者
控
除
を
受

け
ら
れ
る「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
障
害
者
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
年
の
12
月
31
日
現
在（
対
象
年
中
に

死
亡
さ
れ
た
場
合
は
死
亡
日
現
在
）、
次

の
①･

②
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
た

①
65
歳
以
上
で
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
こ
と（
要
支
援
１
、２
の
か
た
は
該
当

し
ま
せ
ん
）②
要
介
護
認
定
審
査
時
の｢

主

治
医
意
見
書｣

ま
た
は｢

認
定
調
査
票｣

の｢

日
常
生
活
自
立
度｣

欄
に
一
定
の
記
載
が

あ
る
こ
と

　
子
ど
も
手
当
の
創
設
や
高
校
の
授
業
料

無
料
化
な
ど
と
い
っ
た「
控
除
か
ら
手
当

て
へ
」の
観
点
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の

方
を
中
心
に
住
民
税
が
変
更
さ
れ
、「
年
少

扶
養
控
除
」「
特
定
扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部

分
」が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

控
除
額
が
変
更
と

な
る
扶
養
親
族

変
更
前

　
控
除
額
変
更
後

　
控
除
額

16
歳
未
満
の
扶
養

親
族

 
33
万
円

（
38
万
円
） 

廃　
止

16
歳
以
上
19
歳
未

満
の
扶
養
親
族

 

45
万
円

（
63
万
円
） 

33
万
円

（
38
万
円
）

19
歳
以
上
23
歳
未

満
の
扶
養
親
族

 

45
万
円

（
63
万
円
） 

45
万
円

（
63
万
円
）

（　
）内
は
所
得
税
の
控
除
額
で
す
。

※
23
歳
以
上
の
扶
養
親
族
は
現
行
ど
お
り

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
手
続
き
】　
本
人
ま
た
は
親
族
が｢

障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
申
請
書｣

を
市
役
所

長
寿
介
護
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
手
続
き
に
必
要
な
も
の
】　
①
申
請
者
の

印
鑑
②
対
象
者
の
印
鑑（
申
請
者
と
対
象

者
が
違
う
場
合
の
み
）③
対
象
者
の
介
護

保
険
被
保
険
者
証

【
注
意
事
項
】　
①
す
で
に
同
程
度
の
障
害

区
分
に
該
当
す
る
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
か
た
は
、
手
帳
で
障
害
者
控
除
を
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
②
本
人
ま
た
は
扶
養
者
が
所
得
税

･

住
民
税
非
課
税
の
場
合
も
申
請
の
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
。

問 

市
役
所
長
寿
介
護
課 

☎
６
８
４･

１
０
７
１

　
国
民
年
金
に
加
入
す
る
20
歳
か
ら
、
65

歳
の
誕
生
日
の
前
々
日
ま
で
に
初
診
日
が

あ
る
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
障
が
い
の
状
態

に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定
日（
初
診
日

か
ら
１
年
６
カ
月
を
経
過
し
た
日
ま
た
は

そ
の
期
間
内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
）に

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
に
該
当
す

れ
ば
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
初
診
日
の
前
日
に
お
い
て
、
初

診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と

免
除
期
間（
若
年
者
納
付
猶
予
期
間･

学
生

納
付
特
例
期
間
を
含
む
）を
合
わ
せ
た
期

間
が
３
分
の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す（
初

診
日
が
平
成
28
年
３
月
31
日
以
前
に
あ
る

と
き
は
、
特
例
と
し
て
初
診
日
の
前
々
月
ま

で
の
直
近
の
１
年
間
に
保
険
料
の
未
納
が

な
け
れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
って
い
ま
す
）。

　
な
お
、
20
歳
前
に
初
診
日
の
あ
る
病
気

や
ケ
ガ
に
よ
っ
て
、
障
害
等
級
の
１
級
ま

た
は
２
級
に
該
当
す
れ
ば
、20
歳
か
ら（
障

害
認
定
日
が
20
歳
以
後
の
場
合
は
、
障
害

認
定
日
か
ら
）受
給
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

こ
の
場
合
本
人
に
一
定
額
以
上
の
所
得
や

他
年
金
の
受
給
が
あ
る
場
合
、
支
給
が
制

限
さ
れ
ま
す
。

問 

徳
島
北
年
金
事
務
所　
☎
６
５
５･

０

２
０
０
／
市
役
所
市
民
課
年
金
担
当　
☎

６
８
４･

１
１
３
８

同
居
特
別
障
害
者
加
算
の
特
例
の
改
組

　
年
少
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
の
廃

止
に
伴
い
、
扶
養
親
族
ま
た
は
控
除
対
象

配
偶
者
が
同
居
の
特
別
障
が
い
者
で
あ
る

場
合
は
、
扶
養
控
除
ま
た
は
配
偶
者
控
除

の
額
に
23
万
円（
所
得
税
控
除
額
35
万
円
）

を
加
算
す
る
措
置（
同
居
特
別
障
害
者
加

算
の
特
例
措
置
）が
特
別
障
害
者
控
除
の

額
に
23
万
円
を
加
算
す
る
措
置
に
改
め
ら

れ
ま
す
。
な
お
、
16
歳
未
満
で
あ
る
扶
養

親
族（
年
少
扶
養
親
族
）に
対
す
る
扶
養
控

除
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
年
少

扶
養
親
族
が
障
が
い
者
で
あ
る
場
合
に

は
、
障
が
い
者
控
除
は
適
用
に
な
り
ま
す

の
で
、
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

問 
税
務
課
市
民
税
担
当 

☎
６
８
４･

１
１
２
９
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野焼きやごみの焼却は禁止
　「隣の空き地でごみを燃やして悪臭がする」「煙で洗
濯物が干せない」といった野焼きに関する苦情が増え
ています。ごみを燃やすと、近隣住民とのトラブル
だけでなく、有害物質が発生する恐れもあります。
　ごみの野焼きは一部の例外を除いて法律で禁止さ
れています。家庭ごみは庭などで焼却しないで、決め
られた方法で処理してください。
問 市環境政策課　☎683･7571

最低賃金　時間額647円
　徳島県最低賃金が改訂されました。使用者も、労
働者も必ずチェック！
※特定の産業には特定（産業別） 最低賃金が定められ

ています。
問 徳島労働局労働基準部賃金室（☎652･9165）、
　 または最寄りの労働基準監督署まで

　平成23年度就学時健康診断を行います。保護者同伴で
お越しください。対象となるご家庭には別途通知いた
しますので、下記の内容と異なる場合は各家庭への通知
を優先してください。健診日の１週間前になっても通知が
届かない場合は、市教育委員会学校教育課（☎686･8802）
までご連絡ください。　【対象者】市内にお住まいで、平成
24年4月に小学校に入学予定のお子さん

【健診場所および日時 （予定）】 
対象校区 実施日 実施場所

撫 養 小 学 校 11月15日（火） 撫養小学校
林 崎 小 学 校 11月21日（月） 林崎小学校
黒 崎 小 学 校 11月14日（月） 黒崎小学校（眼科のみ）

〃 11月22日（火） 老人福祉センター
桑 島 小 学 校 11月21日（月） 老人福祉センター
第 一 小 学 校 11月10日（木） 第一小学校
里 浦 小 学 校 11月22日（火） 老人福祉センター
鳴門東小学校 11月21日（月） 老人福祉センター
鳴門西小学校 11月９日（水） 鳴門西小学校

〃 11月10日（木） 　 〃 　（歯科のみ）
明 神 小 学 校 11月21日（月） 老人福祉センター
瀬 戸 小 学 校 11月８日（火） 北灘東幼稚園
大津西小学校 11月22日（火） 老人福祉センター
北灘東小学校 11月８日（火） 北灘東幼稚園
北灘西小学校 11月８日（火） 北灘東幼稚園
堀江北小学校 11月11日（金） 鳴門市ドイツ館
堀江南小学校 11月11日（金） 鳴門市ドイツ館
板 東 小 学 校 11月11日（金） 鳴門市ドイツ館

就学時健康診断

生
活
の
し
づ
ら
さ
な
ど
に
関
す
る
調
査 

ーーーーーーーーーー

（
全
国
在
宅
障
害
児･

者
等
実
態
調
査
）

　子ども手当は平成23年10月から新たな制度へと変
わりました。中学校卒業まで（15歳に達した後、最
初の３月31日まで）のお子さんを養育されている方
は、 10月からの子ども手当を受け取るためには、こ
れまで子ども手当を受け取っていた方も含め、全て
の方について申請が必要です。
　９月末日現在で受給していた方については申請
書類を発送しましたので、ご確認のうえ、 11月30日

（水）までに提出してください。
　手続きに必要なものは、①印鑑（認印）②請求者の
健康保険証（写し可）③請求者の振込先通帳（写し可）
で、子どもの住民票が鳴門市外の市町村にある場合
は住民票の謄本（子どもが属する世帯全員の名前記
載分）も必要です。なお、公務員の方につきまして
は各所属庁にて手続きをしてください。

問 市役所子どもいきいき課  ☎684･1146／FAX684･1337

子ども手当
申請手続きは
お済みですか

　
大
麻
町
桧
の
一
部
と
撫
養
町
木
津
の
一

部
が
調
査
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定
さ
れ

ま
し
た
。調
査
員
が
各
家
庭
を
訪
問
し
ま
す
。

【
対
象
者
】　
○
身
体
障
害
者
手
帳･

療
育

手
帳･

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お

持
ち
の
方
。○
手
帳
は
持
っ
て
い
な
い
が
、

発
達
障
が
い
の
あ
る
方･

難
病
、
慢
性
疾

患
な
ど
の
長
引
く
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ

り
日
常
生
活
の
し
づ
ら
さ
が
生
じ
て
い
る

方
。

※
そ
の
他
調
査
票
配
布
時
に
説
明
し
ま
す
。

【
期　
間
】　
11
月
18
日（
金
）ま
で
に
調
査

地
区
内
の
全
世
帯
に｢

調
査
の
お
知
ら
せ｣

を
配
布
し
ま
す
が
、
調
査
員
の
訪
問
を
拒

否
さ
れ
る
方
は
、
11
月
25
日（
金
）ま
で
に

市
役
所
社
会
福
祉
課（
☎
６
８
４･

１
２

１
９
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
調

査
員
は
12
月
１
日（
木
）～
６
日（
火
）に
か

け
て
訪
問
し
、調
査
票
を
お
渡
し
し
ま
す
。

調
査
票
は
12
月
16
日（
金
）ま
で
に
徳
島
県

宛
て
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
調
査
結
果
は
、
福
祉
施
策
を
改
善

す
る
た
め
の
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、

そ
れ
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ
ん

の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

◆水道料金の減額
   台風15号の影響で床上浸水された方は、申請によ
り被災1件につき、 10立方メートル分を11月分の料金
から減額します。申請には罹災証明書が必要です。
なお、申請は平成23年11月30日までに市役所水道事
業課（☎685･3330）へ。
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【対　象】市内在住、在勤（おおむね30歳まで）の勤労青少年
【申し込み】火曜～金曜（午後１時～８時）に市勤労青少年ホーム
（☎685・5179）へ。

One	Day	講座　◎クリスマスケーキ作り
【と　き】12月７日（水）午後６時30分～９時
【受講料】1,500円（準備物：エプロン、布巾など）

勤労青少年ホーム後期講座・クラブ生を募集

ク
ラ
ブ

クラブ名 定員 曜日 会　費 場　所 時間
エアロビクス 30 火 6ヵ月6,000円 2階 軽 運 動 室 19：30～20：30
バドミントン 30 火 6ヵ月3,000円 勤労者体育センター 19：30～21：30
卓　球 15 木 6ヵ月500円 2階 軽 運 動 室 19：30～20：30
絵　画 10 金 教材費実費 1階 絵 画 室 19：30～21：00
硬式テニス 30 土 3ヵ月10,000円

6ヵ月19,800円
エビスヤマクラブ
仮 施 設 19：00～21：30

吹奏楽 40 土 1ヵ月2,000円 2階 軽 運 動 室 18：30～21：00
バレーボール 20 日	

（第1・3） 6ヵ月1,200円 勤労者体育センター 9：30～11：30
ゴルフ 15 木 6ヵ月3,000円+

1回料金1,000円 マッケイゴルフ倶楽部 19：00～21：00

短
期
講
座

講座名 定員 曜日 教材費等 時間　
ハッピーカラー講座 30 11/11～12/9（金・4回） 無料 19：00～20：30
ハワイアンフラ 30 11/４～１/13(金・8回) 無料 19：00～21：00
英会話 20 1月スタート予定 無料 18：30～20：30
大谷焼 20 10/6～12/15（木・8回） 土代2kg500円焼成代が別に200g300円 19：00～20：30

着物着付け 20 10/7～3/16（金・12回） 無料 19：00～20：30

※定員になり次第締め切ります。
※利用者協議会費1,000円が必要です。

か
え
っ
こ
バ
ザ
ー
ル　
お
気
に
入
り
の

お
も
ち
ゃ
を
見
つ
け
る
ぞ
！

小
鳴
門
橋
東
側
に
位
置
す
る

外
向
発
売
所

講
座
を
熱
心
に
聞
く
参
加
者
ら

外
向
発
売
所　
開
所
式
の
様
子

四
国
電
力
㈱　

	

善
相
原
浩
司
部
長

鳴門ウチノ海総合公園　わくわく秋パーク
　10月１日鳴門ウチノ海総合公園で、わくわく秋パークが開
催され、ちびっこシャトル･かえっこバザール･保育士ヒーロー
ブレイクーショーなどが子どもたちを楽しませていました。
また、同日開催されたウチノ海新鮮市では新鮮な地元農産物
や海産物などの販売、先着100人にさつまいもがプレゼント
されるなど、大人も子ども満足できる催しとなりました。

ボートレース外向発売所｢エディウィン鳴門｣オープン
　ボートレース鳴門の新外向発売所｢エディウィン鳴門｣の開所
式が、 10月22日関係者約50人が参加し行われました。新施設は
152席の観覧席とモニターを新設。投票と払い戻しの両方が行え
る、同規模の発売所では珍しい機械も設置されています。また、
ボートレース鳴門を含め１日最大４場の舟券を販売し、年間最大
360日営業します。営業時間も午前7時から午後9時までに延長
され(従来午後4時)、ナイターレースも購入できるようになりました。

シルバー大学で汚水処理を学ぶ
　10月20日、徳島県シルバー大学校の授業の一環で、 
｢まるわかり! 汚水はどこから｣と称した汚水処理に
ついての講座が、鳴門地域地場産業振興センターで
開かれました。
　講師は徳島県下水環境課と鳴門市下水道課の職員
が務め、汚水処理施設の種類や、下水道の工事の話
しなどを、クイズを交えながら分かりやすく説明し
ていました。参加した鳴門市近郊の生徒44人は汚水
処理について理解をさらに深めていました。

四国電力から街路灯寄贈20年目
　四国電力（株）の社会貢献活動の一環と
して街路灯10基が市に寄贈され、善相
原浩司徳島支店営業部長から10月20日、
寄付目録が贈呈されました。
　この活動は｢地域の交通安全のほか犯
罪防止のための明るいまちづくりに寄与
する｣ことを趣旨とし、平成４年から毎
年実施され、 20回目の今年、寄贈された
街路灯は累計195基となりました。
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フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
白
バ
イ
に

ま
た
が
っ
て
記
念
撮
影

鳴
門
の
ま
つ
り
桧
獅
子
舞
の
様
子

堂
浦
秋
ま
つ
り
で
、

新
調
し
た
屋
台
を
担
ぐ
参
加
者
ら

取
れ
た
て
の
海
産
物
を
見
定
め
る

買
い
物
客

福
引
き
で
１
等
の

鯛
を
当
て
た
買
い
物
客

市内各地で受け継がれるまつり一堂に会す
　郷土の伝承文化を次世代に伝えるために開催して
いる｢鳴門のまつり｣が10月16日、ウチノ海総合公
園で催されました。この祭りは第10回を数えますが、
これまで一度も雨天は無く、この日も太鼓の音や歓
声が青空へ向けて響いていました。また、同日開催
の｢子どものまちフェスティバル｣では、一日警察体験
やナースに変身、竹馬、長縄跳びなど24のコーナー
で子どもたちが楽しんでいました。

鳴門の特産品を市外からの観光客にもPR  農水産フェア
　｢鳴門市農水産物フェア｣が鳴門北インターチェンジ前の亀浦漁
港で10月9日に開催され、市内外からの多くの買い物客でにぎわ
いました。昨年に続き２回目の同フェアは、今年新たに｢なるとう
ずトラ市｣を併設し、軽トラックや軽ライトバン18台が並び、な
ると金時やスダチなどが販売されました。また、1,000円以上お買
い上げの方に福引きを行い、買い物客は購入した食材とは別にお
土産を持って会場を後にしていました。

　９月27日、鳴門工業高校
で同校の生徒と泉市長とが
まちづくりについて話し合
いました。市の課題を的
確に捉え、｢こんな街に変え
たい｣という日頃の思いを積
極的にぶつけてくれました。 

（写真左）

　10月5日、市役所で鳴門第一
高校の生徒と泉市長が観光振興
について語り合いました。同生
徒たちは12月に開催される｢高
校生ビジネスアイデアコンテスト｣
に向けて｢高校生による地域と企
業の課題解決｣というテーマに取
り組んでいる最中です。 （写真右）

父との思いでの絵を陶板に
　大塚国際美術館は、かけがえのない絵
画や写真の陶板化を希望する方を全国か
ら募集し、応募のあった20人中から選
んだ３人の方に10月8日、その陶板を手
渡しました。その内の一人、市内在住の
四宮千代さんは｢陶板にしていただいた
絵は、亡き父が私と妹を連れて鳴門公園
に毎週、絵を描きに行っていたときのは
だか島の絵です。 
大鳴門橋の支柱が
立つ前の、今はな
き風景でとても懐
か し い で す。｣と、
陶板を受け取った
喜びを語っていま
した。この陶板は
斎田にある四宮さ
んのお店に飾られ
ています。

　堂浦地区で開催されてる秋まつりで担
ぐ屋台を、宝くじの収益金を活用した

（財）自治総合センターの｢コミュニティ
助成事業｣を受けて購入しました。この
事業は、郷土文化への関心を高め、コミュ
ニティーの活性化を図るために行われて
います。

堂浦秋まつり保存会　 宝くじ助成で屋台を新調

市長と直球勝負　高校生まちづくりトーク



出
張
年
金
相
談

　
年
金
記
録
、
各
種
の
年
金
に
関
す
る

｢

社
会
保
険
労
務
士
の
無
料
相
談（
予
約

制
）｣

を
開
催
し
ま
す
。

【
と　
き
】11
月
17
日（
木
）午
前
10
時
～

午
後
３
時 

※
次
回
は
12
月
20
日（
火
）

【
と
こ
ろ
】市
役
所
２
階
東
会
議
室

【
申
し
込
み
】徳
島
社
会
保
険
労
務
士
会

☎
０
１
２
０･

９
６
７
９
５
１

【
問
】徳
島
北
年
金
事
務
所　
☎
６
５
５

･

０
９
２
０

新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会

【
と
き
／
内
容
】①
11
月
５
日（
土
）午
前

９
時
か
ら
／
葉
牡
丹
植
え
付
け
②
11
月

27
日（
日
）午
前
10
時
か
ら
／
E
M
ダ
ン

ゴ
投
入
・
清
掃
奉
仕

【
と
こ
ろ
】鳴
門
警
察
署
西
側

【
問
】新
池
川
を
き
れ
い
に
す
る
会　
乾

肇
☎
０
９
０・３
１
８
１・１
４
０
２

普
通
救
命
講
習

【
と
き
】12
月
18
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

【
と
こ
ろ
】市
消
防
本
部
４
階

【
募
集
人
員
】市
在
住
ま
た
は
在
勤
で
15

歳
以
上
の
方　
10
人（
先
着
順
）

【
内
容
】心
肺
蘇
生
法（
胸
骨
圧
迫
、
人

工
呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
）、
異
物

除
去
、
止
血
法
、
そ
の
他
の
応
急
手
当

【
申
し
込
み
】11
月
30
日（
水
）ま
で
に
市

消
防
本
部
予
防
課（
☎
６
８
４･

１
６
４

０
）へ
。

徳
島
県
行
政
書
士
会　
無
料
相
談
会

【
と　
き
】11
月
７
日（
月
）午
後
２
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
本
庁
１
階 

第
一
会
議
室

【
相
談
事
項
】①
官
公
署
へ
の
提
出
書
類

②
権
利
義
務
に
関
す
る
書
類
③
事
実
証

明
に
関
す
る
書
類
な
ど
に
つ
い
て

【
問
】徳
島
県
行
政
書
士
会　
森
江

☎
０
９
０･

９
６
９
４･

３
０
３
１

な
り
ま
せ
ん
か「
自
衛
官
」

【
種
目
】①
自
衛
官
候
補
生
＝
18
～
27
歳

未
満
の
男
子
②
高
等
工
科
学
校
生
＝
中

卒（
見
込
み
含
む
）17
歳
未
満
の
男
子

【
申
し
込
み
】平
成
24
年
１
月
６
日
ま
で

に
鳴
門
地
域
事
務
所（
☎
６
８
５･

５
３

０
６
）へ
。
※
た
だ
し
、
①
の
男
子
は

年
間
通
じ
て
。

講
座・教
室・試
験
な
ど

旬
の
魚
の
捌
き
方
教
室

　
旬
の
魚
を
自
分
で
捌
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
と　
き
】11
月
26
日（
土
）午
前
９
時
30

分
～
正
午

【
と
こ
ろ
】北
泊
漁
業
協
同
組
合

【
定　
員
】30
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】１
５
０
０
円（
当
日
集
金
）

※
お
み
や
げ
あ
り

【
準
備
物
】良
く
切
れ
る
包
丁
、
エ
プ
ロ

ン
、
濡
れ
て
も
よ
い
服
装

【
申
し
込
み
】11
月
１
日（
火
）～
11
月
22

日（
火
）ま
で
に
市
役
所
農
林
水
産
課

（
☎
６
８
４･

１
１
５
２
）へ
電
話
、
も

し
く
は
電
子
申
請
。

第
２
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

【
と　
き
】11
月
５
日（
土
）午
前
９
時
～
11
時

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園　

芝
生
広
場

生
活（
暮
ら
し
）

11
月
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
業
務
案
内

　

11
月
３
日（
木･

祝
）は
完
全
休
業
し

ま
す
。
23
日（
水･

祝
）は
通
常
ど
お
り

の
営
業
で
す
。ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　
☎
６
８

３･

７
５
７
０

お
ゆ
ず
り
し
ま
す 

◆
七
五
三
用
和
装
小
物 
◆
ベ
ビ
ー
ベ
ッ

ト（
以
上
無
料
） ◆
振
袖
一
式（
有
料
）

お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い

◆
畑
の
土 

◆
ミ
ニ
倉
庫

【
問
】市
消
費
者
協
会 

☎
６
８
６･

３
７
７
６

若
年
無
業
者
無
料
相
談（
予
約
制
）

【
と　
き
】11
月
29
日（
火
）午
後
１
時
～
５
時

【
と
こ
ろ
】市
役
所
共
済
会
館
３
階

【
問
】徳
島
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン　
☎
６
０
２･

０
５
５
３

無
料
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

　

｢

職
業
生
活
設
計｣

を
行
う
た
め
の
個

別
相
談
を
行
い
ま
す
。

【
と　
き
】11
月
14
日（
月
）、
28
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時（
１
時
間
ご
と

の
予
約
制
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
第
３
会
議
室

【
申
し
込
み
】鳴
門
市
地
域
雇
用
創
造
協
議

会
事
務
局　
☎
／
F  ６
８
９･

３
２
７
０

相　談　名 日　　　　　　時 場　　　　　　所 問　い　合　わ　せ
行 政 相 談 11月11日㈮ 午後１時〜４時 市役所１階市民相談室 秘　書　広　報　課（☎684・1118）

人 権 相 談 11月18日㈮ 午後１時30分〜４時30分 人権福祉センター 人  権  推  進  課（☎684・1148）
（ 電 話 相 談  ☎684・1548）

女 性 相 談 月〜金曜　午前８時30分〜午後５時 女性子ども支援センター 女 性 子 ど も 支 援 セ ン タ ー
（☎684・1413）11月２日・30日㈬ 午後１時〜午後４時（要予約） 人権福祉センター2階会議室

心 配 ご と 相 談 毎週金曜の午前９時〜午後３時 老人福祉センター心配ごと相談所 市社会福祉協議会（☎685・7170）
身 体 障 害 者 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜正午 市身体障害者会館 身 体 障 害 者 会 館（☎686・4144） 
Ｎ Ｐ Ｏ 相 談 月〜金曜（祝日、年末年始は休み）午後１時〜６時 老人福祉センター１階ボランティアセンター 市民活動支援センター（☎685・7170）
消 費 生 活 相 談 月〜金曜（祝日を除く）午前９時30分〜午後３時30分 消費生活センター 消費生活センター（☎686・3776）

暮らしの相談お気軽に無 料 相 談

今月の納期
国民健康保険料　　　第６期
後期高齢者医療保険 　第４期
下水道受益者負担金　第３期
11月30日（水）までに市役所保険課
または指定金融機関で収めてください。

文化会館駐車場
11月の駐車制限日程
◆３日（木）8:00〜22:00
◆４日（金）8:00〜22:00
◆５日（土）8:00〜22:00
◆６日（日）8:00〜17:00
◆10日（木）8:00〜17:00
◆13日（日）8:00〜17:00

◆16日（水）8:00〜12:00
◆18日（金）8:00〜17:00
◆20日（日）8:00〜15:00
◆23日（水）8:00〜22:00
◆27日（日）8:00〜22:00
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は
、
事
務
局
宛
に
80
円
切
手
を
は
っ
た

返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、
申
込
書

を
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
※
申
込
書

は
大
麻
町
商
工
会
議
所
、
市
役
所(

受

付)

、
鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
、
道
の
駅｢

第
九
の
里｣

で
配
布
。

【
問
】大
麻
町
商
工
会（
大
麻
町
大
谷
字

西
台
３
番
地
）☎
６
８
９･

０
２
０
４
／

F
６
８
９･

０
２
１
３

※
２
０
１
０
年
度「
大
麻
町
ジ
ン
グ
ル

ベ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会
お
よ
び
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
座
研
修
会
事
業
」が
２
０
１
０

年
度
優
秀
事
業
と
し
て
、『
Ｓ
Ｓ
Ｆ（
笹

川
ス
ポ
ー
ツ
財
団
）ス
ポ
ー
ツ
エ
イ
ド

ア
ワ
ー
ド
』を
受
賞
し
ま
し
た
。

鬼
ヶ
岩
屋（
４
５
０
m
）ハ
イ
キ
ン
グ

【
集　
合
】11
月
23
日（
水
・
祝
）午
前
７

時
20
分
に
市
文
化
会
館
北
側
駐
車
場
へ

【
募　
集
】20
人（
先
着
順
）

【
参
加
費
】３
０
０
０
円
程
度

【
準
備
物
】日
帰
り
装
備･

弁
当･

お
茶
・

着
替
え
の
下
着

【
申
し
込
み
】11
月
10
日（
木
）ま
で
に
鳴

門
岳
友
会　
緒
方（
☎
０
９
０・８
６
９

５･

３
３
７
３
）へ
。

市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
駅
伝
競
走
大
会

【
と　
き
】12
月
18
日（
日
）午
前
９
時

【
と
こ
ろ
】ポ
カ
リ
ス
エ
ッ
ト
ス
タ
ジ
ア

ム
周
辺

●
男
子
７
区
間（
１
区
間
１･

９
㎞
）

●
女
子
５
区
間（
１
区
間
１･

５
㎞
）

【
問
】市
教
育
委
員
会
体
育
振
興
室

☎
６
８
６･

８
８
０
４

【
講
師
】日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
公
認

主
席
指
導
員　
鳴
門
歩
こ
う
会
初
代
会

長　
山
本
貞
美
先
生

※
参
加
費
無
料
、
９
時
ま
で
に
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
前
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い

【
問
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園　
☎
６

８
７･

３
１
７
５

森
の
お
は
な
し
教
室

　

徳
島
森
林
管
理
署
の
講
師
を
招
き
、

開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
！

【
と　
き
】12
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～

正
午

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

【
内　
容
】小
学
生
を
対
象
に（
先
着
20

人
）、「
地
球
温
暖
化
と
森
の
役
割
」の
お

話
・
紙
芝
居
、
木
工
教
室
。

【
申
し
込
み
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

☎
６
８
７･

３
１
７
５

ス
ポ
ー
ツ

第
22
回
大
麻
町

　
　
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
マ
ラ
ソ
ン
大
会

【
と　
き
】12
月
23
日（
金･

祝
）午
前
８

時
～
正
午

【
集
合
受
付
場
所
】堀
江
公
民
館

【
参
加
料
】小
中
学
生
１
０
０
０
円
、
高

校
生
以
上
３
０
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

【
定　
員
】小
中
学
生
３
０
０
人
、
一
般

７
０
０
人

【
申
し
込
み
】11
月
14
日(

月)

ま
で
に

(

消
印
有
効)

、
専
用
の
払
込
用
紙
兼
申

込
書
に
記
入
の
上
、
参
加
料
を
添
え
て

お
近
く
の
郵
便
局
へ
。
郵
送
希
望
の
方

催
　
し

第
２
回
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｏ　
Ａア
オ
ス
フ
ル
ー
ク

Ｕ
Ｓ
Ｆ
Ｌ
Ｕ
Ｇ

～
ド
イ
ツ
兵
俘
虜
の
足
跡
を
訪
ね
て
～

【
と
き
】11
月
20
日(

日)

午
前
９
時
か
ら

【
と
こ
ろ
】阿
波
大
正
浪
漫「
バ
ル
ト
の

庭
」ほ
か

【
内　
容
】板
東
で
過
ご
し
た
ド
イ
ツ
兵

俘
虜
の
足
跡
を
訪
ね
、
当
園
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
が
案
内
し
な
が
ら
全
長

10
㎞
の
遠
足（
ア
オ
ス
フ
ル
ー
ク
）を
行

い
ま
す
。

【
募
集
人
員
】小
学
生
以
上　
50
人
程
度

【
参
加
費
】５
０
０
円（
軽
食
弁
当
付
き
）

【
申
し
込
み
】11
月
19
日（
土
）ま
で
に
バ

ル
ト
の
庭（
☎
６
８
９･

２
１
６
３
）へ
。

美
術
館
と
遊
ぼ
う
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ

　
第
３
回「
ワ
ク
ワ
ク
！
Ｎ
＊
Ｃ
Ａ
Ｐ
」

キ
ラ
キ
ラ
☆
ク
リ
ス
マ
ス

【
と
き
】12
月
４
日（
日
）午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】大
塚
国
際
美
術
館

【
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
】富
澤
京
子
さ
ん

･

井
上
千
鶴
さ
ん（
大
塚
国
際
美
術
館
）

【
募
集
人
員
】小
学
３
～
６
年
生　
40
人

（
先
着
順
）

【
参
加
費
】８
０
０
円（
入
館
料
、
材
料

費
、
保
険
料
を
含
む
）

【
準
備
物
】水
筒
、
筆
記
用
具
、
汚
れ
て
も

い
い
服
装
、
弁
当
か
昼
食
代
５
０
０
円

【
申
し
込
み
】11
月
８
日（
火
）～
11
日

（
金
）に
市
役
所
子
ど
も
い
き
い
き
課

（
☎
６
８
４･

１
２
２
５/

F
６
８
４･

１
３
３
６
）へ
。

鳴門ウチノ海新鮮市
【と　　き】　11月5日（土）、12月3日（土）午前9時～正午
【と　こ　ろ】　鳴門ウチノ海総合公園
【内　　容】　新鮮な地元農産物や海産物などの販売
【サービス】　11月5日ジャンボうずしお鍋無料配布！
※午前10時～無くなり次第終了／12月3日あったかぜんざい無料配布！

【問】 鳴門ウチノ海新鮮市実行委員会　☎684･1152

自動交付機が一時使用停止
　市役所本庁舎電源設備工事のため、市役所南
玄関に設置している自動交付機が11月12日(土)
午前9時～正午の間使用できません。ご注意くだ
さい。

【問】 市役所市民課　☎684･1135

ルミネカンバス人気投票！

　11月30日まで、鳴門市役所玄関前の欄干にオレンジ
リボンキャンペーンのＬＥＤによるルミネカンバスを
飾っています。これは、児童虐待防止推進月間におけ
る市の事業で、公募参加された市民の方の作品です。
午後５時から10時まで点灯していますので、お気に入
りの作品を選んでください。
　皆さんの投票結果により人気作品の作者には表彰状と
記念品が贈られます。また、その作品に投票された方の
うち、一人のかたに記念品を贈呈します。投票は市役所
本庁舎北側玄関前の投票箱へ！ぜひご覧ください。

【問】 市役所子どもいきいき課　☎684･1657
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鳴
門
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
と　
き
】11
月
５
日（
土
）午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室

【
演
題
／
講
師
】①
ツ
ナ
ミ
体
験
か
ら
の

教
え
／
名
取
市
東
部
震
災
復
興
の
会　

鈴
木
英
二
会
長
②
鳴
門
市
の
防
災
に
つ

い
て
／
市
役
所
危
機
管
理
室　
永
楽
博

③
妙
見
山
に
み
る
防
災
の
日
の
状
況
に

つ
い
て
／
鳴
門
ガ
レ
の
森
美
術
館　
山

口
秀
人
館
長
④
大
規
模
イ
ン
フ
ラ
民
活

整
備
に
道･

震
災
復
興
が
試
金
石
／
日

本
Ｐ
Ｆ
Ｉ･

Ｐ
Ｐ
Ｐ
協
会　

植
田
和
男

理
事
長

【
問
】鳴
門
商
工
会
議
所　

☎
６
８
５･

３
７
４
８

琴
名
流　
大
正
琴
演
奏
会（
入
場
無
料
）

～
出
会
い･

絆･

偲
ぶ
～

【
と　
き
】11
月
20
日（
日
）午
前
10
時
30

分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
問
】鳴
門
市
大
正
琴
研
究
会
☎
６
８
８

･

１
０
１
２

サ
ー
ク
ル｢

彩｣　
水
彩
画
展

【
と　
き
】11
月
19
日（
土
）～
23
日（
水
）

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

移
動
県
手
工
芸
展
in
鳴
門

【
と　
き
】11
月
27
日（
日
）～
12
月
４
日

（
日
）午
前
10
時
～
午
後
５
時（
４
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

【
と
こ
ろ
】キ
ョ
ー
エ
イ
駅
前
店
４
階

【
問
】㈿
鳴
門
セ
ン
タ
ー
街 

☎
６
８
５･

３
５
４
３

大
麻
町
文
化
展

【
と　
き
】11
月
５
日（
土
）午
前
９
時
～

午
後
５
時
／
６
日（
日
）午
前
９
時
～
午

後
４
時

【
と
こ
ろ
】堀
江
公
民
館

【
内
容
】大
谷
焼
、
絵
画
、
書
道
、
生
花
、

俳
句
な
ど
約
１
７
０
点

【
問
】堀
江･

板
東
地
区
自
治
振
興
会
文
化

部
会　
☎
６
８
９･

０
１
３
９（
濱
口
）

鳴
門
市
民
劇
場 ｢

殿
様
と
私｣

【
と　
き
】12
月
４
日（
日
）午
後
６
時
30

分
開
演

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
出　
演
】た
か
お
鷹
、
加
藤
武
、
浅
野

雅
博
ほ
か

【
入
場
料
】４
５
０
０
円（
入
会
金
２
３

０
０
円
、
月
会
費
２
２
０
０
円
）

※
入
会
が
必
要
。

【
問
】市
民
劇
場
事
務
局 

☎
６
８
４･

１

７
７
７

笑
っ
ち
ゃ
う
会　
落
語
２
席
と
対
談

　

落
語
家
林
家
竹
丸
さ
ん
を
招
い
て
、

落
語
に
学
ぶ
超
節
約
術｢

始
末
の
極

意｣

、
江
戸
庶
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
術

を
テ
ー
マ
に
対
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
と　

き
】11
月
20
日（
日
）午
後
２
時

開
演

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館
１
階
ホ
ー
ル

【
定　
員
】２
０
０
人（
予
約
優
先
）

【
木
戸
銭
】１
０
０
０
円（
小･

中
学
生
３

０
０
円
）

【
予
約
方
法
】ド
イ
ツ
館
で
チ
ケ
ッ
ト
を

購
入
す
る
か
、
電
話（
☎
６
８
９･

０
０

９
９
）に
て
。

第
35
回　
鳴
門
市
芸
能
祭

【
と　
き
】11
月
27
日（
日
）午
前
９
時
30

分
開
演
、
午
後
６
時
終
演
予
定

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

※
入
場
無
料

【
出
演
内
容
】合
唱
、
吹
奏
楽
、
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、尺
八
、大
正
琴
、

三
味
線
、
長
唄
、
吟
詠
、
日
本
舞
踊
、

民
踊
、
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
銭
太

鼓
、
バ
レ
エ
、
民
謡
、
小
唄

【
問
】鳴
門
市
文
化
協
会
事
務
局
☎
６
８

４･

１
２
１
４

第
29
回
鳴
門
凧
揚
げ
大
会

【
と　
き
】11
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
３
時（
小
雨
決
行
）

【
と
こ
ろ
】鳴
門
ウ
チ
ノ
海
総
合
公
園

【
内　
容
】全
国
の
凧
愛
好
家
が
揚
げ
ま

す
。
見
学
者･

一
般
参
加
者
の
先
着
１

０
０
人
に
ミ
ニ
わ
ん
わ
ん
凧
を
進
呈
。

【
問
】藤
中　
☎
６
８
６･

１
５
６
７

｢

税
を
考
え
る
週
間｣

記
念
講
演
会

【
と  

き
】11
月
14
日（
月
）午
後
２
時
開
演

【
と
こ
ろ
】鳴
門
地
域
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
２
階
第
１
会
議
室

【
演
題
／
講
師
】こ
れ
か
ら
の
日
本
経
済

と
安
全
は
大
丈
夫
か
／
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
と
し
て
お
馴
染
み
の
、
同
志
社
大

学
法
学
部　
村
田
晃
嗣
教
授

【
問
】社
団
法
人
鳴
門
法
人
会
事
務
局　

☎
６
８
４･

２
０
１
０

か
の
ん
フ
ェ
ス
タ（
入
場
無
料
）

【
と　
き
】11
月
12
日（
土
）午
前
10
時
か

ら（
雨
天
決
行)

【
と
こ
ろ
】知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

か
の
ん（
大
麻
町
東
馬
詰
）

【
内　

容
】堀
江
南
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ･

オ
カ
リ
ナ
コ
ン
サ
ー
ト
お
も
ち
ゃ
コ
ー

ナ
ー･

自
主
生
産
品
販
売･

各
種
模
擬
店

な
ど

【
問
】か
の
ん　
☎
６
９
７･

２
１
２
１

BOAT RACE鳴門
【ボートレース鳴門開催】 ●11月３日（木・祝）～８日（火）松茂町ほか二町競
艇事業組合開設43周年記念競走 ●11月19日（土）～24日（木）一般競走 ●12
月３日（土）～8日（木）第12回JLCカップ

【場外発売】●11月３日（木・祝）～8日（火）ＧⅠ下関57周年記念競走［下関］ 
●11月12日（土）～17日（木）ＧⅠ児島59周年記念競走［児島］●11月12日（土）
～17日（木）ＧⅠ江戸川DC［江戸川］ ●11月22日（火）～27日（日）SGチャレンジ
カップ［大村］  ●12月３日（土）～8日（木）GⅠ四国地区［丸亀ナイター］

【エディウィン鳴門】 12月１日（木）は休館日です。

　鳴門市青年連合会では『婚カツ応援団
ACネット』と恋カツバスツアーを企画し
ました。恋も実らす秋にしましょう！
【と　き】 11月20日（日）
【行　程】 8：45松茂とくとくターミナル～
9：15鳴門駅～神戸ハーバーランド～キリ
ンビアパーク～三田アウトレット～20：30
鳴門駅～20：45松茂とくとくターミナル
【定　員】 45人（25～40歳の独身男女）
【参加費】 男性6，000円/女性3，500円
【申込締切】 11月18日（金）（先着順）
【申込方法】 ハガキ・F・電話のいずれかで。
※ハガキ・FAXの場合は、氏名・住所・性別・
年齢・連絡先（電話番号など）・乗降場をご
記入ください。
【申し込み】 市教育委員会生涯学習人権課内
鳴門市青年連合会事務局
〒772−0011　撫養町大桑島字濘岩浜8−2
☎686･8807／F686･1568

Ｌet’s恋カツ
神戸バスツアー

ボートレース鳴門「外向発売所」
売店事業候補者募集
　ボートレース鳴門では、外向発売所で売店を
出店する候補者を募集します。

【募集期間】11月21日まで※要綱などは、市ホー
ムページおよび競艇企画管理課（ボートレース鳴
門事務所内）に掲載・配布します。

【問】市役所企業局競艇企画管理課　☎685・8
111
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チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

～
バ
ン
ド
ー
か
ら
会
津
若
松
市
へ
～

【
と　
き
】11
月
26
日（
土
）午
前
９
時
30

分（
集
合
）～
正
午（
解
散
）※
雨
天
時
は

27
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】市
賀
川
豊
彦
記
念
館
前
広
場

【
コ
ー
ス
】２
㌔
・
５
㌔
の
２
コ
ー
ス

【
参
加
費
】３
０
０
円（
子
ど
も
２
０
０

円
）…
全
額
救
援
募
金

【
問
】市
賀
川
豊
彦
記
念
館　
☎
６
８
９

･

５
０
５
０

｢

第
九｣

公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　
平
成
24
年
６
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る

第
31
回｢

第
九｣

演
奏
会
の
公
募
ソ
リ
ス

ト
の
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ど
な
た
で

も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
と　
き
】11
月
13
日（
日
）午
後
２
時

【
と
こ
ろ
】市
文
化
会
館

【
問
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
鳴
門｢

第
九｣

を
歌
う

会
事
務
局　
☎
６
８
６･

９
９
９
９

☆
光
る
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
☆

市
工
も
の
づ
く
り
教
室

【
と　
き
】12
月
18
日(

日)

午
前
９
時
30

分
～
正
午

【
と
こ
ろ
】鳴
門
工
業
高
等
学
校

【
募　
集
】先
着
10
人（
高
校
生
以
上
）

【
受
講
料
】５
０
０
円（
材
料
費
）

【
申
し
込
み
】｢

往
復
ハ
ガ
キ｣

に
住
所

･

氏
名･

電
話
番
号
を
記
入
し
12
月
９

日
ま
で
に（
消
印
有
効
）、
鳴
門
工
業

高
等
学
校｢

も
の
づ
く
り
教
室 

光
る

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス｣

係（
〒
７
７
２‒ 

０
０
３
２
大
津
町
吉
永
５
９
５
）へ
。

【
問
】鳴
門
工
業
高
等
学
校　
☎
６
８
６

･

４
５
６
５

チ
タ
ー
と
歌
の
コ
ン
サ
ー
ト

　
内
藤
敏
子
さ
ん
の
チ
タ
ー
演
奏
と
バ

リ
ト
ン
歌
手
の
北
村
哲
朗
さ
ん
の
ド
イ

ツ
と
日
本
の
歌
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
入
場
無
料
。

【
と 
き
】11
月
５
日（
土
）午
後
２
時
開
演

【
と
こ
ろ
】市
ド
イ
ツ
館
１
階
ホ
ー
ル

【
問
】市
ド
イ
ツ
館　
☎
６
８
９･

０
０
９
９

わ
ん
ぱ
く
こ
ん
ぴ
ら
相
撲（
参
加
費
無
料
）

【
と　
き
】11
月
12
日（
土
）午
前
８
時
30

分
～
正
午
※
雨
天
の
場
合
は
13
日（
日
）

【
と
こ
ろ
】木
津
金
刀
比
羅
神
社

【
対　
象
】幼
稚
園
児
、
小
学
生

【
競
技
方
法
】個
人
ま
た
は
団
体
戦

【
申
し
込
み
】わ
ん
ぱ
く
こ
ん
ぴ
ら
相
撲

事
務
局 　
矢
野 

☎
６
８
５･

１
５
７
０

鳴
門
教
育
大
学
文
化
講
演
会 ｢

オ
ー

ル
１
の
落
ち
こ
ぼ
れ
、
教
師
に
な
る｣

【
と　
き
】11
月
26
日（
土
）午
後
２
時
～

３
時
45
分

【
と
こ
ろ
】鳴
門
教
育
大
学
講
堂

【
講　
師
】宮
本 

延
春
先
生

【
問
】鳴
門
教
育
大
学
秘
書
・
広
報
チ
ー

ム　
☎
６
８
７･

６
０
１
４

環
境
学
習
館

『
和
布
の
花
づ
く
り
教
室
』

　
和
布
で
花
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】11
月
15
日（
火
）

午
前
の
部　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　
午
後
１
時
～
３
時

【
申
し
込
み
期
限
】11
月
11
日（
金
）ま
で

【
募　
集
】各
15
人

【
材
料
費
】８
０
０
円  

【
準
備
物
】布
が
良
く
切
れ
る
は
さ
み

「
洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
」

　
衣
服
を
着
ら
れ
る
よ
う
に
直
し
ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】11
月
17
日（
木
）と
12
月
１
日

（
木
）午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

【
募　
集
】10
人（
先
着
順
）

【
準
備
物
】着
ら
れ
る
よ
う
に
直
し
た
い

衣
服
。
裁
縫
道
具（
針
、
糸
、
は
さ
み
、

ペ
ン
シ
ル
型
チ
ャ
コ
、
さ
し
な
ど
）、

筆
記
用
具

ヘ
ル
シ
ー
＆
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室

　
健
康
は
毎
日
の
食
卓
か
ら
！
体
に
も

財
布
に
も
優
し
い
料
理
教
室
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

【
と　
き
】12
月
２
日（
金
）午
前
９
時
30

分
か
ら

【
申
し
込
み
期
限
】11
月
21
日（
月
）ま
で

【
募　
集
】20
人（
先
着
順
）

【
材
料
費
】５
０
０
円

【
準
備
物
】三
角
巾･

エ
プ
ロ
ン･

筆
記
具

【
と
こ
ろ
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
３

階
環
境
学
習
館

【
申
し
込
み
先
】市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

環
境
学
習
館
☎
６
８
３･

７
５
６
８

がんばれ！
徳島ヴォルティス
ポカリスエットスタジアム
でのゲーム日程
11月６日（日）18:00～ 対 愛媛FC
11月27日（日）13:00～ 対 サガン鳥梄

【問】徳島ヴォルティス　☎672･7339

徳島ヴォルティス「四国ダービー」開催！！
　今シーズン序盤からJ1昇格争いを展開している徳島ヴォル
ティスが、宿敵愛媛FCとホームスタジアムで対戦します。J1昇
格争いも終盤戦を迎える中、試合観戦はもちろん、四国ダービー
イベントとして四国のおどりやB級グルメがポカリスエットス
タジアムに大集結するので、皆さんぜひスタジアムにお越しく
ださい。J1昇格に向け、徳島ヴォルティスを応援しましょう！

【問】市役所商工観光課　☎684･1157

市民チャンネル番組ガイド
　放送チャンネル・時間はリビング鳴門の
番組表をご覧ください。
テレビ広報なると
▼11月10日まで　市立図書館を紹介します
▼11月11日から
鳴門市は男女共同参画都市を宣言します
鳴門ビデオボランティア制作番組
▼11月10日まで  ①板東俘虜収容所跡説
明会／豊田三郎（板東）
②えんたのれんこん2011第２回　伊丹迅

（阿波市）
▼11月11日から①リューネブルク市表敬訪
問／西角昌之（藍住町）
②鳴門市展華道展／山内茂雄（岡崎）

まちづくり出前市長室

　市長が、市内の各地域を訪問し自由な
雰囲気の中で、市民の皆さんのご意見を
お聞かせいただくとともに、市長の考え
方や市の取り組みなどについて話し合う

「まちづくり出前市長室」を順次、開催し
ていきます。「地区自治振興会とまちづく
り」をテーマとした意見交換のほか、地
域ごとのテーマや課題についての意見交
換を行います。
　今回は大津地区で開催します。多くの
かたのご参加をお待ちしています。

【と　き】　11月17日(木)午後7時～9時
【ところ】　ＪＡ大津農業協同組合
【問】　市役所市民協働推進課
　　　☎684･1189
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休　日　当　番　医
◎受診は救急患者に限られ、往診はできません。
◎平日・土曜日午後６時～午後11時まで
　日曜・祝日午前９時～午後11時までに
◎午後11時からは、かかりつけの医などをご利用ください。
◎休日当番医は予告なく変更されていることがあります。 

休日夜間当番医の問い合わせはテレホンガイド（☎685・
3322）へ。

担当医院 ところ 科 　目 電話番号
11月３日 原 田 内 科 矢 倉 消 ･ 内 ･ リハ 685･3351

６日 鳴門山上病院 土佐泊 内 ･ 外 ･ リハ 687･1234
13日 小 川 病 院 南 浜 内･糖尿･リハ 686･2322
20日 勝 良 医 院 斎 田 内 ･ 消 ･ 小 686･1216
23日 斎藤整形外科 小桑島 内･リハ･リウ 685･5811
27日 う が い 医 院 斎 田 内 ･ 外 ･ 胃腸 686･2307

12月４日 中 西 医 院 板 東 内 ･ 小 689･1508

11月５日（土）  8：30～12：30
12月３日（土）  8：30～12：30
健康相談：体脂肪、骨密度測定できます。

お元気ＳＵＮROOM  土曜日の開所日

   2006年、世界保健機関（WHO）の調べにより、世界で少
なくとも１億７千万人の糖尿病患者がいることがわかり
ました。これをうけ同年12月、国連は11月14日を「世界糖
尿病デー」として指定しました。糖尿病が今や世界を脅か
す疾患となったのは言うまでもないでしょう。徳島県で
も、ここ数年間糖尿病死亡率が全国１位となっています。
   今後増え続けると予想される糖尿病。これを阻むには
各個人による予防しかありません。個人でできる予防策
とは、まず血液検査により、糖尿病の判定基準となる
HbA1c（ヘモグロビンエーワンシー）や血糖値の自己の値
を知ること、そして値が高い場合は食生活や運動などの
生活習慣を見直すことです。特定検診（国民健康保険加入
者には７月はじめにに受診券を市よりお送りしています）
を受けられるとこれらの検査項目が含まれています。12月
末まで健診は受診できますので、ぜひ受診してください。
また、特定健診だけでなく、病院で希望されればHbA1c
ならびに血糖値の検査は可能です。ぜひ、かかりつけ医
に相談してみてください。糖尿病を予防し「健康でいきい
きと暮らすなると」を目指しましょう。

世界糖尿病デーとは
～定期的な血液検査受けていますか?～

　毎日を元気に過ごすためには健康が大切です。運動、調
理実習などの体験をとおして自分の生活を見直し、糖尿
病を予防し、健康的な生活が送れるように私たちと一緒
に学習しましょう。

【と　き】　11月29日（火）午前9時～午後2時
【ところ】　勤労青少年ホーム
【対　象】　市内在住の40歳以上の方（予防に関心のある方）
【募集人員】　30人（先着順）　※参加費無料
【内　容】　食生活改善推進員による講義、調理実習と試
食、阿波踊り体操

【申し込み】　11月11日（金）までに郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号を明記しハガキ、FまたはE-メールで鳴門市食生活
改善推進協議会事務局健康づくり課へお申し込みください。

《ヘルスメイトが実施する糖尿病予防教室》

健康保険 鳴門病院 連携事業

糖尿病と正しくつきあう方法とは
～糖尿病予防実践講座～

           入場無料
【と　き】 11月26日（土）午後1時30分から
【ところ】 鳴門地域地場産業振興セ
ンター2階

▼講演 ｢糖尿病を正しく理解しよう｣
健康保険鳴門病院
内科部長　藤中雄一先生

▼健康相談コーナー（無料）
●健康相談　医師（鳴門病院）／保健師（鳴門市）／看護
師（鳴門病院）
　簡易血糖検査を実施します。事前に申し込みが必要
となりますので、往復はがきに、住所・氏名・年齢を
ご記入の上、健康づくり課までお申し込みください。

（すでに糖尿病で治療中の方は除きます。）
●運動指導　理学療法士（鳴門病院）
●栄養相談　管理栄養士（鳴門病院、鳴門市）

わかめのかき揚げ  

 出展者 立見　晴奈さん

産地 地消 紹介レシピのおいしい

・

干しわかめ ……… 8g
（もどして80g）・

人参 … 2０ｇ（中１／５）・

玉ねぎ 80g（小１／２）・

ちりめん …………20g・

さつまいも …40g（１／４本）・
粒コーン …………40g・
油 …………………3０ｇ　      

小麦粉 ………50g　      

卵 … 50g（中1個）　      

塩 ……………少々

1.わかめは、水に戻し食べ
やすい大きさに切る。

2.人参、玉ねぎ、さつまい
もは千切りにする。

3.コーンは缶から出し
水気をきっておく。

4.衣に、1、2、3、ちりめ
んを入れて混ぜる。

5.4を油で揚げる。

作り方材　料 （４人分）

立見さんからのメッセージ
　カリッとサクサクで子どもたちも喜んで食べ大好評です。
栄養士からのコメント
　わかめといえば味噌汁や酢の物が定番ですが、炒めて、
揚げて、煮て、あえてと幅広く味が楽しめます。普段は
わき役に甘んじているわかめもかき揚げにすることで、
がぜん主役になります。手軽で簡単に作れ、食材の組み
合わせによって季節感も味わえます。また、料理にちょっ
とわかめを足すことで、栄養バランスのとれた献立に変
身します。

・

衣
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集団がん検診のご案内 お子さんの発達で気になるときはご相談ください

【実施期間】 11月1日～平成24年1月15日まで
【対象者】 市内に住民登録または外国人登録されている方の
うち予防接種を希望する
①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で、心臓、じん臓又は、呼吸器の機能
に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を
有する方、およびヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能

に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有
する方

【料　金】 1,800円（生活保護世帯は無料。生活保護受給証明
書を持参してください）
※要介護状態などで鳴門市外の施設または医療機関に長期
にわたり入所されている方で、鳴門市内の病院での接種が
困難な方は、健康づくり課へ事前にご相談ください。

【対象者】以下のすべてに該当する方
●鳴門市に住民登録されている方●平成24年3
月31日を基準日として、40歳以上の方で平成23年
4月1日～平成23年10月31日に受診していない方

（ただし骨粗しょう症の検診は30～70歳の女性で2年に1
回の受診となります）

【と　 き】11月28日（月）、12月7日（水）、 平 成24年1月11日
（水）の午前9時～9時30分受け付け
※骨粗しょう症の受け付けは午前10時30分～11時

【ところ】老人福祉センター

【受診料】
検診種別 料　金

集
団
検
診

胃がん 1,000円
肺がん レントゲンのみ　　300円

レントゲン＋喀痰　800円
大腸がん 500円

骨粗しょう症 600円
※申し込み方法などの詳細は『広報なると10月』を！

　子どもは成長する中で、新たにできるようになることが
増える反面、親の思うようにならないことがあるなど、不
安や戸惑いも多くなります。「言葉が遅い」「聞き分けが難し
い」「集団になじみにくい」など気になることがある場合は、
気軽にご連絡ください。発達相談などで、子どもとの関わ
り方を一工夫するコツを一緒に考えてみましょう。
問  健康づくり課　母子保健担当　☎684･1049

※11月10日、18日は文化会館の催し物のため駐車場の利用が制限
　されます。混雑している場合、市役所駐車場などを利用ください。

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

市役所健康づくり課
〒772-8501
撫養町南浜字東浜170

母子保健担当：☎684・1206
成人保健担当：☎684・1137

FAX684・1336
E-mail:kenkozukuri@city.naruto.lg.jp

お問い
合わせ

検 診 名 実 施 日 対 象 児 受付時間
３歳 児 健 診 11月17日㈭ 平成20年５月生まれ 12：30～13：00
１歳６か月児健診 11月11日㈮ 平成22年５月生まれ 12：30～13：00
９か月児健診 11月24日㈭ 平成23年１月生まれ 12：30～13：00
※４か月児健診 11月10日㈭ 平成23年７月生まれ 12：30～13：00
※ 股 関 節
脱 臼 検 診 11月18日㈮ 平成23年６月生まれ

平成23年９月生まれ 12：40～13：00

インフルエンザ予防接種のお知らせ

インフルエンザ予防接種指定医療機関名簿
医院・病院名 住　所 電話番号 医院・病院名 住　所 電話番号

あい愛診療所撫養 撫 養 町 南 浜 ☎686-6362 元木医院 撫 養 町 南 浜 ☎685-8282
今井メンタルクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683-1552 岡﨑内科循環器科 鳴 門 町 高 島 ☎687-2720
岩朝病院 撫 養 町 立 岩 ☎685-8855 えだがわ小児科 鳴門町三ツ石 ☎687-0930
うがい医院 撫 養 町 斎 田 ☎686-2307 鳴門山上病院 鳴門町土佐泊浦 ☎687-1234
岡田胃腸科内科 撫 養 町 南 浜 ☎685-7155 南海病院 鳴門町土佐泊浦 ☎687-0311
小川病院 撫 養 町 南 浜 ☎686-2322 北田医院 瀬 戸 町 明 神 ☎683-7050
勝良医院 撫 養 町 斎 田 ☎686-1216 沢内科胃腸科 瀬 戸 町 明 神 ☎688-0611
兼松小児科 撫 養 町 斎 田 ☎686-2606 鳴門シーガル病院 瀬 戸 町 堂 浦 ☎688-0011
兼松病院 撫 養 町 斎 田 ☎685-4537 あおぞら耳鼻科 大 津 町 吉 永 ☎684-4685
レディースクリニック兼松産婦人科 撫 養 町 南 浜 ☎685-1103 岡田整形外科 大 津 町 吉 永 ☎685-3391
かわの内科アレルギー科 撫 養 町 立 岩 ☎683-1355 田口小児科クリニック 大 津 町 大 代 ☎683-1120
日下歯科婦人科医院 撫 養 町 南 浜 ☎686-5177 鳴門川島クリニック 大 津 町 段 関 ☎683-0810
健康保険鳴門病院 撫 養 町 黒 崎 ☎683-0011 橋本医院 大 津 町 吉 永 ☎685-5211
高麗耳鼻咽喉科 撫 養 町 斎 田 ☎685-1180 原田内科 大 津 町 矢 倉 ☎685-3351
西條内科 撫 養 町 南 浜 ☎686-1235 森本内科循環器科 大津町木津野 ☎686-8181
斎藤整形外科 撫養町小桑島 ☎685-5811 吉田整形外科 大津町木津野 ☎684-1550
佐藤整形外科 撫 養 町 南 浜 ☎685-6555 吉永外科 大 津 町 吉 永 ☎685-3033
だいとうレディースクリニック 撫養町大桑島 ☎683-1588 大谷の里クリニック  木洩れ日 大 麻 町 池 谷 ☎689-0910
高田内科医院 撫 養 町 黒 崎 ☎684-0031 岡沢内科医院 大 麻 町 池 谷 ☎689-2720
たきファミリークリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎683-1235 古林内科 大 麻 町 板 東 ☎689-3366
谷医院 撫 養 町 斎 田 ☎686-3569 斎藤医院 大麻町牛屋島 ☎689-0151
津田ブレインクリニック 撫 養 町 黒 崎 ☎684-3171 津保整形外科 大 麻 町 桧 ☎683-5560
浜中内科医院 撫養町弁財天 ☎677-5755 中西医院 大 麻 町 板 東 ☎689-1508
福田医院 撫 養 町 立 岩 ☎686-2561 原田医院 大 麻 町 大 谷 ☎689-2108

板東診療所 大 麻 町 板 東 ☎689-1252

11月乳幼児健診の日程表（老人福祉センター 3F）

※詳しくは医療機関にお問い合せください。
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大谷焼窯まつり（東林院で開催）
【と　き】　11月12日(土)･13日(日)午前9時～午後4時
【内　容】　陶器市･大谷焼名陶展･ロクロ体験コーナー･
大麻中陶芸部･堀江北小児童の作品展示即売･絵付け教
室･大谷焼のつぼ焼きいも･観光ガイド
問  大麻町商工会　☎689･0204

【集合時間】　11月12日(土)午前９時15分
【コ　ー　ス】　JR板東駅（集合場所）→ばんどう門前通り
→霊山寺→遍路道→本家松浦酒造→大谷焼の里（窯まつ
り会場）：11時45分頃解散
※集合場所に駐車場なし。公共交通機関を利用くださ
い。参加費100円(保険料)参加申込は不要。
問  鳴門市観光協会　☎684･1731

駅からウオーク（５㎞）
              ～霊山寺から大谷の里へ～

国生みフォーラムin鳴門
～鳴門海峡の世界遺産をめざして～

【と　き】 11月19日（土）

【ところ】 鳴門地域地場産業振興センター
　　　　  2階第1会議室

　　　　   無料　（午後1時～5時）

▼オープニングセレモニー
　忌部楽団ヒメヒコ「国生み神話の舞台−鳴門−」
基調講演　鳴門市立工業高校教諭　林　博章「国
生み神話の舞台〈鳴門海峡〉を世界に発信」

▼国生みシンポジウム
コーディネーター／林　博章
パネラー/●鳴門市　市長　泉理彦
　「鳴門海峡の世界遺産を目指して」
●大麻町商工会青年部　部長　梶達矢
　「日本麻文化フォーラムの開催に向けて」
●鳴門商工会議所青年部　会長　春木喜美子
　「アニメで鳴門を活性化」
●徳島県観光協会　理事　永井英彰
　「世界に誇る観光地・鳴門の魅力」
●鳴門市観光協会　事務局次長　渡辺晃
　「これからの鳴門観光」

　　　　    有料（5,000円）

▼国生み大交流会（フォーラム終了後）
【申し込み】　担当（梶）　☎090･9452･6336
問  大麻町商工会　☎689･0204

1部

2部

主催：鳴門市地域雇用創造協議会 実現事業 ☎088・684・1685

入場
無料

と　き 11月30日㈬
開場13:00　開会13:30

ところ

一　部　講演 <13:40～ 15:00>
　　　　　「光を観せる技を教えます」
　　　　　講　師　平田 進也 氏 　（日本旅行 ヒラタ屋 代表）
二　部　パネルディスカッション <15:15～ 16:45>
　　　　　「観光で地域活性！
　　　　　　　鳴門が目指すべき観光のまちづくり 」

鳴門地域地場産業振興センター
２階第１会議室

光を観せる技を教
えます

光を観せる技を教
えます～観光とは光を観

ること～

地域活性・まちづくり 観光フォーラム
浪速のカリスマ添乗員「平田進也」が本音で語る

「市民の皆さん、聴きにきてや～」
目からウロコ！　笑いあり、叱咤激励あり、

聴いたら元気が出る講演
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